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反、 円 反、 日操業は ㎏ 反、 円 反の結果が得られており、三枚

網においても 日操業の有効性が明らかとなった。

今回はヒラメを指標としたが、この試算は他の魚種についても同様に当てはまる

と考えられる。

４ 総括

・一枚網への転換や、三枚網の改良は現実的でないと考えられ、操業方法について

検討を行った。

・刺網の設置時間では、一枚網では嶺北・嶺南両地区で ～ 時間、三枚網では嶺

北地区では約 時間で、それぞれ 日以内であった。しかし、嶺南地区の三枚網は、

年平均で約 時間の 日以上であった。特に盛漁期にあたる ～ 月には、網の設

置時間を 日設置にして操業していることが伺われた。

・網の設置時間を長くするほど、漁獲できるヒラメの尾数が少なくなることが明ら

かになった。

・網の設置時間を長くするほど、「網処理作業量（人×時間）が比例的に増加」す

ることが明らかになった。刺網漁業は、家内労働で網処理作業を行うため、コスト

意識が薄くなりがちで、この点からも再考の余地があると思われる。

・ 日設置と 日設置の漁獲金額の比較でも、漁獲金額の増加効果はないことが明

らかになった。

・嶺南地区における三枚網で、現状における 日設置以上の操業を、 日設置の操

業に変えることによって、ヒラメの漁獲増加が期待できることが分かった。

・ ～ 月の盛漁期には、荒天により 日以内に網揚げできず、漁獲物の品質低下

を招くとともに、漁獲物の減少にもなっていることが伺われる。

・以上の結果と考察を踏まえ、嶺南地区の三枚網の操業形態について、資源の有効

利用を図るため、網設置日数を見直し、操業方法を転換していくことが考えられる。

５ 文献

）渥美正廣・児玉晃治（ ）：地域漁業管理総合対策事業（固定式刺網漁業）福井県水産試験場報告

平成 年度 平成 年 月： ‐

）渥美正廣・手賀太郎（ ）：地域漁業管理総合対策事業（固定式刺網漁業）福井県水産試験場報告

平成 年度 平成 年 月： ‐

）渥美正廣・手賀太郎（ ）：地域漁業管理総合対策事業（固定式刺網漁業）福井県水産試験場報告

平成 年度 平成 年 月： ‐

）嶋田雅弘・松宮由太佳（ ）：地域漁業管理総合対策事業（固定式刺網漁業）福井県水産試験場報告

平成 年度 平成 年 月： ‐

訂正

平成 年度 福井県水産試験場報告 地域漁業管理総合対策事業（固定式刺網漁業） に誤りがありま

したので、下記のとおり訂正します。

・（５）ヒラメの漁獲と非出荷率： 行目「平成 年 月は」を「平成 年 月は」に訂正。
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減によりコストを大きく下げることが出来た。手作業による誤操作の防止については、 抽出や増幅の際の分

注作業に自動分注機を使用することで、誤操作を大きく減らすことが出来ただけでなく、分注作業時間の大幅な

短縮も出来た。判別現場での判別作業工程の効率化については、 抽出や増幅作業中に次回の 採集作業す

るなどで、 日あたりの判別可能尾数を 尾となった。

人件費も含めた雌雄判別コストは以下のとおりである（人件費は県の規定による賃金）。

試薬等のコスト：約 円／尾 （試薬や 用プレート等の消耗品）

人 件 費 ：約 円／尾（アルバイト 人使用した場合）

※ 円× 人÷ 尾＝ 円

合 計 ：約 円／尾

平成 年度の事業開始時の判別コストは、 日あたりの判別可能尾数が 尾であったため、 日あたりの人

件費は約 円であったが、判別可能尾数が 尾に増えたために約 円に削減することができた。また、試

薬コストも当初の約 円から約 円と大きく削減でき、 尾あたりの雌雄判別コストは約 円から約 円と

半分に削減できた。

しかし、現状の判別コスト全額を県栽培センターの種苗価格に上乗せした場合を想定すると、現行の種苗価格

の約 倍となる。 年度に実施した養殖業者へのアンケートでは雌雄別種苗の販売価格は現行価格のままがい

いという答えが多数を占めており 、養殖業者の要望とかけ離れた価格となってしまう。

養殖業者に受け入れられる価格とするためには、さらなる判別経費削減の工夫が必要となる。さらに、この技

術を活用して、全雄生産や全雌生産の検討が必要と考えられた。

２）雌雄別養殖試験

（１）第 回飼育試験（平成 年 月から 年 月）

雌雄判別したトラフグ 歳魚を使用し、雄、雌、雌雄混合（雌雄比 ： ）をそれぞれ 尾ずつの計

尾で試験を行った。詳細な試験の方法については、平成 年度、 年度の福井県水産試験場事業報告 、 を

参照。

飼育試験の結果を表 に示す。

 
成長については、平均体長、平均体重、日間成長率を比較したところ、雄単独飼育、雌単独飼育とも雌雄混合

飼育（通常養殖）と大きな差はなかった。また、生残率は各区とも大きな差はなかった。

成熟については、雄区と雌区が混合区の雄、雌よりそれぞれ若干成熟が進んでいたが、生殖巣そのものは十分

に発達していなかった。これは各区の平均体重が 以下と性成熟に必要な大きさまで十分に成長していなか

ったことが考えられた。

表 第 回雌雄別養殖試験 試験結果一覧 ～
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（２）第 回飼育試験 平成 年 月から 年 月

雌雄判別した 歳魚を使用し、雄、雌、雌雄混合（雌雄比 ： ）をそれぞれ 尾ずつの計 尾で試験

を行った。詳細な試験の方法については、平成 年度、 年度の福井県水産試験場事業報告 、 を参照。飼育

試験の結果を表 に示す。

日間成長率での成長比較では、体重の成長が混合区で、雄区や雌区に比べて良好であった。

雄の成熟について、生殖腺重量や の平均値では混合区が雄区より有意に大きかった。しかし、体重との

相関関係を比較したところ（図２参照）、雄区も混合区も成熟の傾向に差はなかった。これは、混合区の雄の平

均体重が、雄区の平均体重より大きかったことが原因と考えられる。

また、雌区と混合区の雌に雌雄同体個体が多数見られた（雌区 、混合区雌 ）。

（３）第 回飼育試験 平成 年 月から 年 月

雌雄判別した0歳魚を使用し、雄、雌をそれぞれ1,600尾ずつの計3,200尾で試験を行った(敦賀市内の養殖

業者に飼育委託）。詳細な試験の方法については、平成25年度、26年度の福井県水産試験場事業報告 4)、5)を参

体重(g)

生
殖
腺
重
量
費
(G
S
I)(
%)

雄区

混合区

図 第 回雌雄別養殖試験 体重－生殖腺重量比相関図
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平均生殖腺重量

± ± ± ±

平均GSI(%) ± ± ± ±

※7/15に各区215尾に尾数調整、H25.12の生残率は尾数調整後の生残率

雄雌混合区（１：１）

全体
測定日 雄　区 雌　区

♂ ♀

平均
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平均
体重
（ｇ）

生残率

表 第 回雌雄別養殖試験 試験結果一覧 ～

– 218 –



（２）第 回飼育試験 平成 年 月から 年 月

雌雄判別した 歳魚を使用し、雄、雌、雌雄混合（雌雄比 ： ）をそれぞれ 尾ずつの計 尾で試験

を行った。詳細な試験の方法については、平成 年度、 年度の福井県水産試験場事業報告 、 を参照。飼育

試験の結果を表 に示す。

日間成長率での成長比較では、体重の成長が混合区で、雄区や雌区に比べて良好であった。

雄の成熟について、生殖腺重量や の平均値では混合区が雄区より有意に大きかった。しかし、体重との

相関関係を比較したところ（図２参照）、雄区も混合区も成熟の傾向に差はなかった。これは、混合区の雄の平

均体重が、雄区の平均体重より大きかったことが原因と考えられる。

また、雌区と混合区の雌に雌雄同体個体が多数見られた（雌区 、混合区雌 ）。

（３）第 回飼育試験 平成 年 月から 年 月

雌雄判別した0歳魚を使用し、雄、雌をそれぞれ1,600尾ずつの計3,200尾で試験を行った(敦賀市内の養殖

業者に飼育委託）。詳細な試験の方法については、平成25年度、26年度の福井県水産試験場事業報告 4)、5)を参

体重(g)

生
殖
腺
重
量
費
(G
S
I)(
%)

雄区

混合区

図 第 回雌雄別養殖試験 体重－生殖腺重量比相関図

± ±

± ± ± ± ±

日間成長率(

± ±

± ± ± ± ±

日間成長率(

平均生殖腺重量

± ± ± ±

平均GSI(%) ± ± ± ±

※7/15に各区215尾に尾数調整、H25.12の生残率は尾数調整後の生残率

雄雌混合区（１：１）

全体
測定日 雄　区 雌　区

♂ ♀

平均
体長

平均
体重
（ｇ）

生残率

表 第 回雌雄別養殖試験 試験結果一覧 ～

照。 飼育試験の結果を表３に示す。また、今回の試験では雌雄混合飼育区を設けなかったため、参考資料と

して同じ種苗ロットである栽培漁業センターで親魚養成魚の測定データーを併記した。 
 

± ±

± ± ± ±

日間成長率(

± ±

± ± ± ±

日間成長率(

平均生殖腺重量

± ± ± ±

平均GSI(%) ± ± ± ±

※GSI：（生殖腺重量/体重）×100 ※雌区の30%が雄 ※参考資料として

測定日
雌雄混合区（栽培C飼育）

雄
雌　区

平均
体長

測定日 雄　区
雌

平均
体重
（ｇ）

 
生残については、水産試験場で行った過去の試験に比して高い生残率であった。

成長について、体長は第 回試験と同様の成長であったが、体重は若干悪い数字であった。また、栽培漁業

センターで飼育した親魚養成魚と比べて体長・体重とも大きく下回った。これは栽培漁業センターでの親魚養

成魚が自動給餌機を用いて、 日の給餌回数を多くするなど、実際の養殖現場とは違う飼育法をしていたことが

影響しているかもしれない。

成熟について、第 回試験や栽培漁業センター飼育分と比較して、平均生殖腺重量、平均生殖腺重量比（ ）

とも悪い数字であった。しかし、栽培漁業センターで飼育した同一ロット種苗で雌雄混合飼育した群と体重と

の相関関係を比較したところ（図 ）、 つの群の成熟傾向に差はなく、第３回試験の試験終了時の平均体重が

少ないことの影響（委託業者の飼育状況の影響）が考えられた。

なお、今回の試験では雌区の個体の約 ％で雄の個体が見られた。

（４）雌雄別養殖試験のまとめ

・ 回の試験の結果、雌雄単独で飼育しても、通常飼育と比べて生残、成長、成熟に差がないことがわかっ

た。

・第 回と第 回の雌雄別養殖試験において雌雄同体個体や雄化個体が現れたことについては、以下の原因

が考えられる。

① 雌雄判別技術が不完全で雄個体を雌と判定した

② 雌雄判別作業の中で、人為的ミス（雌個体群の中に雄個体を混ぜてしまった）

③ 雌のみで飼育していることにより、雌が雄に性転換した

本事業の試験の中では原因を特定できる現象は確認できなかったが、今後この現象については検討する必

要がある。

本事業で行った 回の試験で、雌雄別に養殖することによる影響は、生残、成長、成熟においては無かっ

たものの、コストをかけて雌雄別に養殖するメリットを確認することもできなかった。

表 第 回雌雄別養殖試験 試験結果一覧 ～
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３）雄フグの成熟促進試験

（１）雌雄比別飼育試験

ア 第 回雌雄比飼育試験（平成 年 月から 年 月）

雌雄判別した 歳魚を使用し、雌雄比 区と雌雄比 区で試験を行った。詳細な試験の方法について

は、平成 年度、 年度の福井県水産試験場事業報告 、 を参照。

飼育試験の結果を表４に示す。また、参考資料として同じ種苗ロットである、第 回雌雄別養殖試験の雄区

と混合区の測定データーを併記した。

今回、試験区として設定した、雄：雌＝ 、 ともに、平均体長･平均体重では雌雄別養殖の雄区や混

合区と同様の成長を示したが、生殖腺重量や生殖腺重量比ともに雌雄別養殖試験の雄区や混合区よりも低く、

雄に少数の雌を混合飼育することによる成熟促進効果は確認できなかった。

イ 第 回雌雄比別養殖試験（平成 年 月から 月）

雌雄判別したトラフグ 歳魚を使用し、雌雄比 で同年齢の雌と 歳魚の雌を入れた場合の雄の成熟度

を比較した。詳細な試験の方法については、平成 年度、 年度の福井県水産試験場事業報告 、 を参照。

飼育試験の結果を表５に示す。

第 回試験結果について、雌雄比 ： 区（同年齢）の平均生殖腺重量や平均生殖腺重量比 は、同じ

図 第 回雌雄別養殖試験 体重－生殖腺重量比相関図

 表３．第２回雌雄別養殖試験 試験結果一覧(H25.7.1～H26.12.10)  
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表 第 回雌雄比別養殖試験 試験結果一覧 ～

表 第 回雌雄比別養殖試験 試験結果一覧（ ～ ）
種苗ロットである、雌雄

別養殖試験（敦賀市色の

養殖業者に飼育委託）の

雄単独区の平均生殖腺重

量や平均生殖腺重量比

の 、 とほ

とんど大差なく、雄に少

数の雌を混合飼育するこ

とによる明確な成熟促進

効果は確認できなかった。

また、 歳魚の雌を使用

した雌雄比 ： 区（♀ 歳）では平均生殖腺重量や平均生殖腺重量比 とも極端に低く、年齢の違う雌を混

合飼育することによる明確な成熟促進効果は確認できなかった。

 
ウ 雌雄比別飼育試験のまとめ

・雄に少数の雌を混合飼育することによる成熟促進効果は確認できなかった。 
・年齢の違う雌を混合飼育することによる明確な成熟促進効果は確認できなかった。

本事業で行った 回の雌雄比別飼育試験から雄の成熟促進効果は確認されていないため、飼育時の雌雄比を

大きく変えることによる雄への成熟促進効果はほとんどないと思われた。 

（２）光刺激による成熟促進試験

ア 第 回光刺激成熟促進試験（平成 年 月から平成 年 月）

特定波長の光刺激による雄の成熟促進効果を確認するため、 年度は赤色と緑色の光を ＝ の長日

条件で照射して飼育し、雄への成熟促進効果を検討した。養殖業者より購入し、雌雄判別したトラフグ 歳魚

を使用し、試験を行った。試験区と主な試験条件は以下のとおり。

赤区：赤色 時間照射、 × 面、 尾収容、県栽培漁業センター産種苗

緑区：緑色 時間照射、 × 面、 尾収容、県栽培漁業センター産種苗

自然光 区：自然光、 × 面、 尾収容、県栽培漁業センター産種苗

自然光 区：自然光、 × 面、 尾収容、九州産種苗

詳細な試験の方法については、平成 年度の福井県水産試験場事業報告 を参照。

飼育試験の結果を表 に示す。

 
 
試験終了時の各区の平均体重は試験開始時より減少した。また、平均生殖腺重量比（ ）は、種苗由来が

同じ県栽培漁業センター産（以下、「県産種苗」）である、緑区、赤区、自然光 区との間に有意差は無かった。

しかし、種苗由来が九州産である自然光 区と、県産種苗である他の 区とでは、有意に自然光 区の平均生

成長

ＢＬ(cm) ＢＬ(cm) ＢＬ(cm) ＢＬ(cm)

日間成長率

成熟
平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%)

赤区(L:D=14:10) 緑区(L:D=14:10)

自然光2区

自然光1区 自然光2区

赤区(L:D=14:10) 緑区(L:D=14:10) 自然光1区

表 第 回光刺激成熟促進試験 試験結果一覧（ ～ ）

開始時平均体長(cm)
終了時時平均体長(cm)

開始時平均体重(ｇ)
終了時時平均体重(ｇ)

平均生殖腺重量(g)
平均生殖腺重量比(%)

第2回雌雄比別養殖試験　試験結果一覧
♂:♀=7:1(同年齢) ♂:♀=7:1(♀2歳)
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殖腺重量比が大きかった。これは、自然光 区の平均体重が他の 区に比べて大きかったことが影響している

と考えられる。県産種苗である 区の平均生殖腺重量比に有意差がなかったことで、今回の試験で特定波長の

光刺激による成熟促進効果は確認できなかった。

イ 第 回光刺激成熟促進試験（平成 年 月から 月

第 回光刺激成熟促進試験で、特定波長の光刺激による押す成熟促進効果を確認できなかったため、自然光

を含めた長日条件（ ）で、以下の光条件と主な飼育条件でトラフグ雄の成熟を比較した。

赤 区：赤色 時間照射区（ ～ ） × 面 尾収容

緑 区：緑色 時間照射区（ ～ ） × 面 尾収容

赤 区：自然光＋赤色 で 時間照射（ ～ ） × 面 尾収容

緑 区：自然光＋緑色 で 時間照射（ ～ ） × 面 尾収容

白区：自然光＋白色 で 時間照射（ ～ ） × 面 尾収容 面

対照区：自然光のみ × 面 尾収容 面

詳細な試験の方法については、平成 年度の福井県水産試験場事業報告 を参照。

飼育試験の結果を表７に示す。

生残と成長については、赤 区と緑 区が他の試験区に比べて低かった。

生殖腺の発達については、対照区が最も発達しており、光刺激を与えた試験区は各区とも生殖腺の発達が進

んでいなかった。光刺激試験の対照区と第 回雌雄別養殖試験の雄区が同程度に精巣の成熟が進んでいること

から、本試験で光刺激を与えたことが明らかに精巣の成熟を阻害していることが考えられた。今回の試験では

夏至の時期から長日条件で光刺激を与えたため、短日条件を経験させていなかったことが、精巣の成熟を阻害

した原因として考えられた。今後は短日条件を組み込んだ試験を行う必要があると思われる。

 
 

ウ 第 回光刺激成熟促進試験（ 年度屋内試験－ ）（平成 年 月から 月）

平成 年度までの試験で、長日条件が雄の成熟を阻害する可能性が考えられたので、本試験では光の照射

時間を自然光と同じにして、特定の光波長が雄の成熟促進に与える影響を検討した。光条件と主な飼育条件は

以下のとおりである。

赤区： 月より 月まで赤色光を自然光と同じ時間照射、♂ 尾 × 面

緑区： 月より 月まで緑色光を自然光と同じ時間照射、♂ 尾 × 面

対照区：自然光のみ、♂ 尾 × 面

詳細な試験の方法については、平成 年度の福井県水産試験場事業報告 を参照。

飼育試験の結果を表 に示す。

 

表 第 回光刺激成熟促進試験 試験結果一覧 ～

赤1区 緑1区 赤2区 緑2区 白1区 白2区 対照1区 対照2区

開始時平均体長(cm)

終了時時平均体長(cm)

体長日間成長率(%)

開始時平均体重(g)

終了時時平均体重(g)

体重日間成長率(%)

生残率(%)

平均生殖腺重量(g)

平均GSI（％）
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殖腺重量比が大きかった。これは、自然光 区の平均体重が他の 区に比べて大きかったことが影響している

と考えられる。県産種苗である 区の平均生殖腺重量比に有意差がなかったことで、今回の試験で特定波長の

光刺激による成熟促進効果は確認できなかった。

イ 第 回光刺激成熟促進試験（平成 年 月から 月

第 回光刺激成熟促進試験で、特定波長の光刺激による押す成熟促進効果を確認できなかったため、自然光

を含めた長日条件（ ）で、以下の光条件と主な飼育条件でトラフグ雄の成熟を比較した。

赤 区：赤色 時間照射区（ ～ ） × 面 尾収容

緑 区：緑色 時間照射区（ ～ ） × 面 尾収容

赤 区：自然光＋赤色 で 時間照射（ ～ ） × 面 尾収容

緑 区：自然光＋緑色 で 時間照射（ ～ ） × 面 尾収容

白区：自然光＋白色 で 時間照射（ ～ ） × 面 尾収容 面

対照区：自然光のみ × 面 尾収容 面

詳細な試験の方法については、平成 年度の福井県水産試験場事業報告 を参照。

飼育試験の結果を表７に示す。

生残と成長については、赤 区と緑 区が他の試験区に比べて低かった。

生殖腺の発達については、対照区が最も発達しており、光刺激を与えた試験区は各区とも生殖腺の発達が進

んでいなかった。光刺激試験の対照区と第 回雌雄別養殖試験の雄区が同程度に精巣の成熟が進んでいること

から、本試験で光刺激を与えたことが明らかに精巣の成熟を阻害していることが考えられた。今回の試験では

夏至の時期から長日条件で光刺激を与えたため、短日条件を経験させていなかったことが、精巣の成熟を阻害

した原因として考えられた。今後は短日条件を組み込んだ試験を行う必要があると思われる。

 
 

ウ 第 回光刺激成熟促進試験（ 年度屋内試験－ ）（平成 年 月から 月）

平成 年度までの試験で、長日条件が雄の成熟を阻害する可能性が考えられたので、本試験では光の照射

時間を自然光と同じにして、特定の光波長が雄の成熟促進に与える影響を検討した。光条件と主な飼育条件は

以下のとおりである。

赤区： 月より 月まで赤色光を自然光と同じ時間照射、♂ 尾 × 面

緑区： 月より 月まで緑色光を自然光と同じ時間照射、♂ 尾 × 面

対照区：自然光のみ、♂ 尾 × 面

詳細な試験の方法については、平成 年度の福井県水産試験場事業報告 を参照。

飼育試験の結果を表 に示す。

 

表 第 回光刺激成熟促進試験 試験結果一覧 ～

赤1区 緑1区 赤2区 緑2区 白1区 白2区 対照1区 対照2区

開始時平均体長(cm)

終了時時平均体長(cm)

体長日間成長率(%)

開始時平均体重(g)

終了時時平均体重(g)

体重日間成長率(%)

生残率(%)

平均生殖腺重量(g)

平均GSI（％）
成長

ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度

日間成長率

成熟
平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%)

No.112　緑1区 No.113　緑2区 No.114　対照区

No.114　対照区No.110　赤1区 No.111　赤2区 No.112　緑1区 No.113　緑2区

No.110　赤1区 No.111　赤2区

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均体重と肥満度は対照区が最も良好に成長しており、光刺激による成長への促進効果は観察されなかった。

生殖腺の発達については、平均生殖腺重量では緑区が最も重量が大きく、平均生殖腺重量比 では対照

区が最も数値が高かった。また、赤区は他の 区に比べて極端に熟が進んでいなかった。

平均生殖腺重量比 では対照区が最も成熟が進んでいると判断でき、このことは特定波長の光刺激が、

雄の成熟に直接影響を与えていないと考えられた。

 
エ 第 回光刺激成熟促進試験（ 年度屋内試験－ ）（平成 年 月から 月）

平成 年度までの試験で、長日条件が雄の成熟を阻害する可能性が考えられたので、本試験では夏至また

は秋分の時期まで極端な長日条件で飼育し、その後自然光に戻し、短日条件を与えることで、雄の成熟促進

効果を得られるかどうかを検討した。

試験区と主な飼育条件は、以下のとおりである。

赤 区： 月より 月まで、赤色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）、 月以降

は自然光のみ

緑 区： 月より 月まで、緑色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）、 月以降は自然光のみ

赤 区： 月より 月まで、赤色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）、 月以降は自然光のみ

緑 区： 月より 月まで、緑色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）、 月以降は自然光のみ

対照区：試験期間中は自然光のみで飼育

各区 水槽 面に♂ 尾収容して試験を行う。詳細な試験条件は、平成 年度の福井県水産試験場事業報

告 を参照。

飼育試験の結果を表 に示す。

 

 
成長について日間成長率で比較すると、平均体長、平均体重ともに各区間に大きな差はなかった。

生殖腺の発達については、平均生殖腺重量、平均生殖腺重量比 ともに対照区が最も数値が高く、光刺

激による雄の成熟促進効果は確認できなかった。

赤区、緑区とも長日条件を長期間行っていた、赤 区、緑 区の成熟が極端に進んでおらず、 年度の試験

結果と合わせて、長日条件の光刺激が雄の成熟を阻害することが考えられる。本試験では、赤色の光を照射し

成長

ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度

日間成長率

成熟
平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%)

赤区 緑区 対照区

赤区 緑区 対照区

表 第 回光刺激成熟促進試験 試験結果一覧 ～

表 第 回 光刺激成熟促進試験 試験結果一覧 ～
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た試験区が緑色の光を照射した試験区より成熟が進んでおり、第 回成熟促進試験とは逆の試験結果となった。

このことからも特定波長の光刺激が、雄の成熟に直接影響を与えていないと考えられた。

 
オ 海上生簀光刺激成熟促進試験（ ～ ）

海上生簀での光刺激による雄への成熟促進効果を検討するため、雌雄判別したトラフグ 歳魚を使用して、

雄の成熟を比較した。

各区の主な試験条件を以下に示す。

赤区： 月より、赤色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）して飼育

緑区： 月より、緑色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）して飼育

対照区：自然光のみで飼育

詳細な試験条件は、平成 年度の福井県水産試験場事業報告 を参照。

飼育試験の結果を表 に示す。

 

 
 
成長については、日間成長率で比較すると、平均体長、平均体重ともに各区間に大きな差はなかった。

生殖腺の発達については、平均生殖腺重量、平均生殖腺重量比 で緑区が最も高い数値であった。また、

赤区は他の 区に比べて極端に成熟が進んでいなかった。数値的には緑区が最も成熟が進んでいる結果であっ

たが、体重と生殖腺重量比（ ）の相関関係（図 ）を比較したところ、各区の成熟傾向に差は見られず、対

照区の魚体が小さい影響が考えられた。また、赤区の成熟が極端に進んでいないことも、同様に赤区の魚体が

小さかった影響が考えられた。

 

体重（ｇ）

　

緑区

赤区

対照区

成長

ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度

日間成長率

成熟
平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%)

生簀 赤区 生簀 緑区 生簀 対照区

生簀 緑区 生簀 対照区生簀 赤区

表 海上生簀光刺激成熟促進試験 試験結果一覧 ～

図 海上生簀光刺激成熟促進試験 体重－生殖腺重量比相関図
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た試験区が緑色の光を照射した試験区より成熟が進んでおり、第 回成熟促進試験とは逆の試験結果となった。

このことからも特定波長の光刺激が、雄の成熟に直接影響を与えていないと考えられた。

 
オ 海上生簀光刺激成熟促進試験（ ～ ）

海上生簀での光刺激による雄への成熟促進効果を検討するため、雌雄判別したトラフグ 歳魚を使用して、

雄の成熟を比較した。

各区の主な試験条件を以下に示す。

赤区： 月より、赤色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）して飼育

緑区： 月より、緑色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）して飼育

対照区：自然光のみで飼育

詳細な試験条件は、平成 年度の福井県水産試験場事業報告 を参照。

飼育試験の結果を表 に示す。

 

 
 
成長については、日間成長率で比較すると、平均体長、平均体重ともに各区間に大きな差はなかった。

生殖腺の発達については、平均生殖腺重量、平均生殖腺重量比 で緑区が最も高い数値であった。また、

赤区は他の 区に比べて極端に成熟が進んでいなかった。数値的には緑区が最も成熟が進んでいる結果であっ

たが、体重と生殖腺重量比（ ）の相関関係（図 ）を比較したところ、各区の成熟傾向に差は見られず、対

照区の魚体が小さい影響が考えられた。また、赤区の成熟が極端に進んでいないことも、同様に赤区の魚体が

小さかった影響が考えられた。

 

体重（ｇ）

　

緑区

赤区

対照区

成長

ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度 ＢＬ(cm) 肥満度

日間成長率

成熟
平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%) 平均精巣重量(g) 平均GSI(%)

生簀 赤区 生簀 緑区 生簀 対照区

生簀 緑区 生簀 対照区生簀 赤区

表 海上生簀光刺激成熟促進試験 試験結果一覧 ～

図 海上生簀光刺激成熟促進試験 体重－生殖腺重量比相関図

カ 光刺激成熟促進試験のまとめ

・赤色と緑色の光を ＝ の長日条件の光刺激では明確な成熟促進効果は確認できなかった。

・自然光を含めた赤色と緑色の光の長日条件（ ）の光刺激では明確な成熟促進効果は確認できな

かった。

・光の照射時間を自然光と同じにして、特定の光波長（赤と緑）の光刺激では明確な成熟促進効果は確認で

きなかった。

・特定の光波長（赤と緑）と極端な長日条件（ ）で飼育し、その後自然光に戻し、短日条件を与え

ることでの光刺激では明確な成熟促進効果は確認できなかった。

・海上生簀で 月より、赤色または緑色光＋自然光で 時間照射（ ～ ）の光刺激では明確な成熟

促進効果は確認できなかった。

以上のことから、特定波長の光刺激はトラフグの雄成熟促進に影響を与えることはないと思われる。

４） 経営調査

雌雄別養殖の第 回飼育試験を飼育委託した養殖業者を対象に、餌料代、資材代などの生産コスト、販売価格

などの収益を調査し、市場に出荷した場合と民宿等での自家消費の場合とで雌雄別養殖の を比較した。

平成 年 月のトラフグ市場販売単価（ 円 ）で、市場に出荷した場合（雌雄別養殖の平均体重が

と仮定）の を算出したところ、雌雄別養殖の雄の場合は約 万円黒字で、雌区より約 万円収益が良く、

雌雄混合飼育より約 万円収益が多かった。（表 ）。

民宿での自家消費を想定して を算出したところ、雌雄別養殖の場合で約 万円の収益があり、雄養殖雌

養殖ともに大きな差はなかった（別紙参照）。

 
 

支出 導入尾数 種苗代（※1） 判別費（※2) 給餌量 餌㌔単価（※3） 餌料経費 資材費（※4） 疾病対策（※5） 燃料費（※6） 支出計（Ａ）

♂区 1,600尾 14.3万円 7.2万円 1,700ｋｇ 475円 80.8万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 121.1万円

♀区 1,600尾 14.3万円 7.2万円 1,700ｋｇ 475円 80.8万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 121.1万円

800ｇ（仮）※9 1,600尾 14.3万円 0円 1,700ｋｇ 476円 80.9万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 114.1万円

1000ｇ（仮）※9 1,600尾 14.3万円 0円 2,100ｋｇ 476円 100.0万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 133.1万円

収入 生産尾数 平均重量 総重量 単価/㎏（※7） 販売額(B）

♂区 1,300尾 800ｇ 1,040ｋｇ 1,290円※8 134.2万円

♀区 1,300尾 800ｇ 1,040ｋｇ 1,200円 124.8万円

800ｇ（仮）※9 1,300尾 800ｇ 1,040ｋｇ 1,200円 124.8万円

1000ｇ（仮）※9 1,300尾 1,000ｇ 1,300ｋｇ 1,200円 156.0万円

※1：95円/尾（栽培C種苗単価）×1,500尾（契約尾数）で計算
※2：45円/尾（H26時点での判別コスト：試薬費20円＋人件費25円）×1,600尾（判別尾数）で計算

※4：6ｍ網20万円+天井網2万円＝22万円/10年＝2.2万円 　　　遮光ネット　3万円/3年　＝1.0万円　
　　　網防汚剤　1.1万円*2.5缶＝　2.8万円 　　　筏35万円/20年　＝　1.8万円　　　　計7.8万円
※5：委託飼育期間中のバンテル経費：12万円/2で算出　
※6：委託飼育期間中の燃料経費：10.2万円/2で算出
※7：12月の市場単価（漁連聞取り）　
※8：飼育委託雄区の白子重量50g以上の個体比率：30%、大型白子保持個体分の単価は1,500円とするとして算出
※9：800g(仮)と1000g(仮)は通常養殖(雌雄混合養殖)をして、それぞれの平均体重で市場に出荷した場合の収支計算

※3：アスカ　8,800円/20㎏（9,504円/袋）　＝475円/㎏

収入（Ｂ-A）

13.1万円

3.7万円

10.7万円

22.9万円

 
 
 
 
 
 
 
 

表 雌雄別養殖の収支算出結果（全量市場出荷の場合：雌雄別養殖の平均体重が と仮定しての算出） 
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図 雌雄別養殖の収支算出結果（全量自家消費の場合）

※1：95円/尾（栽培C種苗単価）×1,500尾（契約尾数）で計算
※2：45円/尾（H26時点での判別コスト：試薬費20円＋人件費25円）×1,600尾（判別尾数）で計算 

※4：6ｍ網20万円+天井網2万円＝22万円/10年＝2.2万円 　　　遮光ネット　3万円/3年　＝1.0万円　
　　　網防汚剤　1.1万円*2.5缶＝　2.8万円 　　　筏35万円/20年　＝　1.8万円　　　　計7.8万円
※5：委託飼育期間中のバンテル経費：12万円/2で算出　
※6：委託飼育期間中の燃料経費：10.2万円/2で算出
※7：(10,000円（1人前の民宿料理代）-2,000円(料理材料代(フグも含む)))×生残尾数の70％で算出（生残尾数の3割は小さすぎて1人前分にならない）
※8：生残尾数の10%（飼育委託雄区の白子重量50g以上の個体比率：10%）×1,200円(白子料理の追加料金）
※9：生残尾数の15%（雄の30%が白子重量50g以上であると仮定）×1,200円(白子料理の追加料金）
※10：800g(仮）と1,000g(仮）は通常養殖（雌雄混合養殖）をして、それぞれの平均重量で自家消費した場合の収支計算

※3：アスカ　8,800円/20㎏（9,504円/袋）　＝475円/㎏

支出 導入尾数 種苗代
（※1）

判別費
（※2) 給餌量 餌㌔単価

（※3） 餌料経費 資材費
（※4）

疾病対策
（※5）

燃料費
（※6） 支出計（Ａ）

♂区 1,600尾 14.3万円 7.2万円 1,321ｋｇ 475円 62.7万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 103.1万円

♀区 1,600尾 14.3万円 7.2万円 1,263ｋｇ 475円 60.0万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 100.3万円

800ｇ（仮）
(※10） 1,600尾 14.3万円 0円 1,700ｋｇ 476円 80.9万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 114.1万円

1,000ｇ（仮）
(※10） 1,600尾 14.3万円 0円 2,100ｋｇ 476円 100.0万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 133.1万円

収入 生産尾数 平均重量 総重量 販売額(B）
※7 白子追加分の

収益増加額（C）

♂区 1,314尾 589ｇ 773ｋｇ 735.8万円 15.8万円(※8)

♀区 1,338尾 549ｇ 734ｋｇ 749.3万円 0.0万円

800ｇ（仮）
(※10） 1,300尾 800ｇ 1,040ｋｇ 728.0万円 23.4万円(※9)

1,000ｇ（仮）
(※10） 1,300尾 1,000ｇ 1,300ｋｇ 728.0万円 23.4万円(※9)

収入（（Ｂ＋C）-A）

648.5万円

648.9万円

637.3万円

618.3万円
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図 相模湾沿岸の定置網漁場

（５）相模湾における定置網漁業に関する研究と福井県への応用

（平成 年度農林水産技術等習得派遣事業）

北山 和也

１ はじめに

本県において、定置網漁業は県全体の漁獲量の約 割（ 年度集計）を占める漁業であり、県内各沿岸地域

において操業されている。県内の定置網は、ブリ類やサワラを主要漁獲種として操業を行っており、漁盛期は

～ 月（ ～ 月を除く）となっている。

定置網は“待ち”の漁業であり、その海域に固定した網に入ってきた魚を、 日に 回ないしは 回、一か所

に集積させ漁獲している。そのため、漁獲を成立させるためには、網に入った魚が網内にとどまっている必要が

あるが、一般的な定置網では網に入った魚のうち ～ 割の魚が逃げてしまっているといわれている（平本 ）。

一方、夏季（ ～ 月）や冬季（ ～ 月）は流れや時化の影響で操業回数が減り、それに伴い漁獲量が減少する。

また、急潮による漁具の破損や、操業日数の減少による影響も漁業経営を圧迫している。

このような背景から本試験場では急潮に関する研究として、海況の短期予測のモデルを開発する事業（海況情

報提供事業）を平成 年度から開始した。福井県水産試験場における定置網にかかる調査研究は「定置網網成り

調査事業」（昭和 年度～継続中）、大型クラゲ防除漁具開発支援事業（平成 ～ 年度）、急潮被害軽減技術開

発事業（平成 ～ 年度）があるが、定置網内での魚群行動研究や、逸散魚を減らし漁獲割合を高める研究、漁

具被害の軽減に必要な強度診断などは行ってこなかった。これらのことから、本研修では、定置網の漁獲向上と

防災対策に必要不可欠な「漁具の強度診断技術や魚群行動解析法」の取得を目的とした。

研修先である「神奈川県水産技術センター相模湾試験場（以下「相模湾試験場」という）」は、平成 年度に、

定置網の防災を調査研究の柱とした調査機関として設立された。特に、急潮対策、急潮に耐える定置網漁具の改

良・開発や、魚群探知機による魚群行動観察などを行ってきており、その研究内容の普及も盛んである。さらに、

相模湾試験場の石戸谷博範場長（当時）は、当該試験場の設立にも深く関与しただけでなく、研究面でも、定置

網研究で引用されている文献数も国内トップクラスで、多大なる実績（ 水産海洋学会最高賞 宇田賞受賞）

を積み上げてきた定置網研究の第一人者である。

本報告では相模湾試験場での研究成果を中心に集めた知見や、研修期間中の調査への同行、作業補助などから

得た定置網漁業に関する知見を報告するとともに、本県における定置網研究への応用・提案を行う。

２ 実施内容

１）急潮対策、漁具強度について

（１）相模湾試験場研究成果

相模湾では大型定置 ヶ統、中小定置合わ

せると ヶ統以上の定置網が入っている（図 ）。

定置網の破損や流出をもたらす急潮の存在は

古くから知られており、実態把握と予報を目的

とした調査研究が行われてきた。過去研究から

相模湾では、黒潮変動に伴う湾内への暖水浸入

によって発生する急潮、台風通過に伴う急潮、

内部潮汐による急潮があることがわかった（松

山・岩田 ；岩田ら ；松山ら ；井桁ら ）。これらの研究も合わせ、 年から「一都三

県漁海況速報」システムが発行され（岩田ら ）、さらにリアルタイムブイの設置等により黒潮や台風通過
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図 雌雄別養殖の収支算出結果（全量自家消費の場合）

※1：95円/尾（栽培C種苗単価）×1,500尾（契約尾数）で計算
※2：45円/尾（H26時点での判別コスト：試薬費20円＋人件費25円）×1,600尾（判別尾数）で計算 

※4：6ｍ網20万円+天井網2万円＝22万円/10年＝2.2万円 　　　遮光ネット　3万円/3年　＝1.0万円　
　　　網防汚剤　1.1万円*2.5缶＝　2.8万円 　　　筏35万円/20年　＝　1.8万円　　　　計7.8万円
※5：委託飼育期間中のバンテル経費：12万円/2で算出　
※6：委託飼育期間中の燃料経費：10.2万円/2で算出
※7：(10,000円（1人前の民宿料理代）-2,000円(料理材料代(フグも含む)))×生残尾数の70％で算出（生残尾数の3割は小さすぎて1人前分にならない）
※8：生残尾数の10%（飼育委託雄区の白子重量50g以上の個体比率：10%）×1,200円(白子料理の追加料金）
※9：生残尾数の15%（雄の30%が白子重量50g以上であると仮定）×1,200円(白子料理の追加料金）
※10：800g(仮）と1,000g(仮）は通常養殖（雌雄混合養殖）をして、それぞれの平均重量で自家消費した場合の収支計算

※3：アスカ　8,800円/20㎏（9,504円/袋）　＝475円/㎏

支出 導入尾数 種苗代
（※1）

判別費
（※2) 給餌量 餌㌔単価

（※3） 餌料経費 資材費
（※4）

疾病対策
（※5）

燃料費
（※6） 支出計（Ａ）

♂区 1,600尾 14.3万円 7.2万円 1,321ｋｇ 475円 62.7万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 103.1万円

♀区 1,600尾 14.3万円 7.2万円 1,263ｋｇ 475円 60.0万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 100.3万円

800ｇ（仮）
(※10） 1,600尾 14.3万円 0円 1,700ｋｇ 476円 80.9万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 114.1万円

1,000ｇ（仮）
(※10） 1,600尾 14.3万円 0円 2,100ｋｇ 476円 100.0万円 7.8万円 6.0万円 5.1万円 133.1万円

収入 生産尾数 平均重量 総重量 販売額(B）
※7 白子追加分の

収益増加額（C）

♂区 1,314尾 589ｇ 773ｋｇ 735.8万円 15.8万円(※8)

♀区 1,338尾 549ｇ 734ｋｇ 749.3万円 0.0万円

800ｇ（仮）
(※10） 1,300尾 800ｇ 1,040ｋｇ 728.0万円 23.4万円(※9)

1,000ｇ（仮）
(※10） 1,300尾 1,000ｇ 1,300ｋｇ 728.0万円 23.4万円(※9)

収入（（Ｂ＋C）-A）

648.5万円

648.9万円

637.3万円

618.3万円
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図 回流水槽を用いた急潮時網成り実験

図 回流水槽実験から得た予測張力

による急潮予報が可能になった（岩田ら ）。

急潮による定置網の被害を減

らす上で、各研究の基礎となりも

っとも重要なことは、継続的な海

況情報モニタリングである。台風

通過や、黒潮の流域情報など、対

象海域の外から影響されるよう

な広域の情報も不可欠だが、定置

網につけた深度計や潮流計の情

報など、直接定置網を観察するこ

とも重要である。また、ある海域

における最大流速の急潮は 年

に 度あるかないかであり、観測

するには長期にわたるモニタリ

ングが必要である。

一方で被害防止の研究も進め

られており、特に相模湾試験場建

設時に設置された回流水槽（石戸

谷 ）を用いた模型網実験が

可能となってからは、飛躍的に研

究が進み、相模湾一帯の定置網被害の減少に大きく貢献した（石戸谷ら ；石戸谷・市川 ；石戸谷 ；

など）。回流水槽では、急潮時の網の各部や碇綱にかかる張力の計測、網の吹かれ、幕網の効果等を観察した（図

）。日本海側各県とも共同研究を行った実績があり、本県や石川県の定置網についている立ち碇の効果検証を行

った 石戸谷ら 。

以上のような研究成果より、急潮に強い網の設計が進められ、現場への

普及を行っている。例えば相模湾沿岸や日本海側各定置漁場でもたびたび

見られる ノットの強い急潮があったとすると、この時、身網水深

級の定置網では主側張り 本に約 トンの張力がかかる。実際にこの規模

の急潮では網の流出などが起こっている 石戸谷 。相模湾試験場で

は最大 ノットの急潮を仮定し、さらにそれに耐えるワイヤーロープ強度

の設定のため、安全率 倍を見積もり、大型定置では側張りに用いるワ

イヤーロープを 径にすることを推奨している（図 ）。そして実際に

相模湾の多くの定置網で側張りを推奨強度に新調し、相模湾ではここ 年

以上、網の破損・流出被害は起こっていない。

（２）福井県漁場への応用・研究課題

福井県では海況情報提供事業により、県内 か所へのリアルタイムブイ

の設置や定置網漁場への係留系設置などによる海洋観測情報から、急潮

予報、海況の短期予測公開システムの作成（ 年度より「海の天気予

報」として福井県水産試験場 上にて公開）を行っている。この事業成果に合わせ、県内の主要な定置網に潮

流計を設置し、より細かい範囲での潮流の向きや最大の流速を把握しておく必要があると石戸谷相模湾試験場長

（当時）に助言いただいた。福井県嶺南地方はリアス式海岸を有し、各半島の両側、半島先端まで定置網が入っ

ている。多数の半島が点在することで、各漁場ではより複雑な潮流が発生しているであろうことが予想される。

また、嶺北地方では対馬暖流の接岸が直接、潮流に影響を与えていると推測されていることから、リアス式海岸
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図 福井県内における観測候補点

図 米神定置網に設置されていた

魚群探知機と送信システム

（左：アンテナ、上：電源と魚群探知機）

域を含め県全体の流れを把握するためには、 カ所の海域での潮流観

測が必要だと考える（図 ）。年に同時に カ所で観測を行うとし、

カ所あたりは 年以上継続して観測することが望ましい。 年ごとに

観測点を変えるとすると、 カ所観測し終えるには 年がかかって

しまう。この調査で得られる各漁場での潮流の向きや最大流速から、

その漁場にあった定置網の軸方位や、主側張りのワイヤーロープ強度

などを提言していくことが可能となる。このため早急に観測体制の充

実に着手し、データ収集を開始することが重要と考えられる。

また、現行調査の拡充として、「定置網網成り調査」においてアンカ

ーロープとアンカーを確認することが重要である。急潮により、定置

網の命綱である主側張りからのアンカーロープが破断してしまうと、

網の流出を引き起こしかねない。また、設置後時間の経過してしまっ

たアンカーや土俵は、洗掘や経年劣化により機能していない可能性が

ある。設置したてのものでさえ、視認できない海の底へ投入している

こともあり、設置ミスが起こることもある。相模湾試験場が 観察

を行ったところ、入れて ヶ月のアンカーが海底で横転し、まったく機能していない箇所を発見したことがある

（相模湾試験場 年度調査より）。アンカーロープにおいても、海底に大型の岩や、過去の土俵などがあるとア

ンカーロープが擦れ、実際の耐用年数より早く破断してしまうことがある（石戸谷ら ）。このようなことを

防止するためにも による各部の詳細な点検が必要不可欠である。

２）魚群行動、網型について

（１） 相模湾試験場研究成果

定置網は魚類の入網を待ち、網内に残

った魚を獲る待ちの漁業であるため、網

内に入った魚群の行動解明は重要な研

究テーマであった。研究体制や電子的な

観測機器が発達しない過去から、漁業者

は漁獲物の動向や経験的試行錯誤を経

て、より複雑でより魚の獲れる網へと定

置網の網型を進化させてきた（平本

平本 ）。魚群探知機やリモ

ートソナーなどが発達すると定置網に

対する魚群の入網・出網の観察や、網内

での魚群行動観察を行った研究が増え

た（井上 石黒 井上 など）。またその魚群探知機のデータや光学ビデオカメラの映像

を無線で送信し、陸にいながらリアルタイムで魚群を観察できるシステムが試作されていった（石黒 秋

山 ）。相模湾でもこの技術は積極的に取り入れられ試験運用された。 年にモデル網として小田原市漁

業協同組合が新設した米神漁場定置網には、魚群探知機と自動送信システムが取り付けられ、相模湾試験場と米

神定置網漁業者の事務所に受信機が設置された（図 ）。このシステムを用い、午前と午後にそれぞれサバ類を箱

網内に標識放流し、次の朝の水揚げにおいて水揚げされた標識魚の数から居残り率を求める実験を行った。結果

として、午前に放流した魚の居残り率は、午後に放流したものの居残り率より低く、箱網内の魚は時間が経つほ

ど逸散しやすいとの結果を得た。このあと同網での研究は光学カメラの映像を携帯電話で受信するものに変わっ

ていったが、設置されていた魚群探知機と送信システムは網に残され、その後も漁業者に利用され続けた。試験

事業終了から数年後に故障し、故障後は撤去されてしまったが、魚群探知機画像をもとに積載する氷の量を決め、
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図 神奈川県における定置網設計の変遷

図 計量魚群探知機設置候補位置 （●：設置候補点

①垣網からの運動場入口、②登り口沖側、③箱網内沖側）

魚影から魚種とその量を予測するなど米

神定置網の漁業者には有効活用されてい

た。

魚群探知機観察や光学カメラ観察、また

は潜水士による魚群の直接観察（臼井

）により定置網内の魚群行動が解析さ

れつつあり、漁獲の主対象魚種の行動に適

した網を設計することで、網内の居残り率

をあげることが可能となっている。先に述

べた相模湾一帯のモデル網として設計さ

れた米神漁場定置網は、主対象であるブリ

類を漁獲しやすいよう（ブリ類が逸散しに

くいよう）設計されている。また 年

月には石橋漁場中型定置網と、真鶴定置網

がそれぞれ新設されたが、これらもブリ類

など大型回遊魚を意識した設計となって

いる。これらの網の特徴は共通しており、

それまで相模湾でも主流であった二段式

落網をやめ、一段式落網に変更したことが大きい。従来の二段式落網の利点は、箱網が小さく、少人数でも網上

げができ、落網の数を増やすことで魚類の逸散を防ぐものであった。しかし、漁労機器の発達から少人数でも大

きな網が上げられるようになっていることから、巨大な箱網を つだけ備え、後ろに大きな金庫網を備えた一段

式落網が設計されるようになった（図 ）。箱網は海底に着くほど大きく広く、容積を確保した設計になっており、

登り口の箱網側出口も従来の網より高い。臼井 に詳しいが、ブリ類（特に大型のもの）は海底付近を泳ぎ

回り、海底の泥に腹をつけて休んでいることさえあるという。このため箱網・金庫網を海底まで届くほど大きく

ゆったり設計することで大型魚を残留させることができる。また、潮の流れが速く網上げが困難な場合には箱網

内の魚を金庫網に追い込んでおき、翌日に網揚げするといった対処を取ることがあるが、大型金庫網なら箱網内

の魚全てを収容できる。このほか、出荷調整用の生簀として魚類をキープさせておくことができるなど大型金庫

網には利点がある。

（２）福井県漁場への応用・研究課題

福井県では 年度からの新規事業の一環として、計量魚群探知機を用いた魚種別入網量把握を目的とした調

査研究を計画している。計量魚群探知機では通常の魚群探知機より詳細に音波の反射強度を捉えることができる。

これにより、有鰾魚・無鰾魚の判別ができ、また単位体積あたりの反射強度がわかるので、各魚種固有の反射強

度で割り返すことで個体数を把握することが可能である。音波は発信機からコーン上に拡散していくが、その幅

は狭く、あまり広域はカバーできない。よって定置網内の魚群を効率的に観察するには設置位置の選択が重要で

ある。相模湾試験場が設置していた魚群探知機や光学式カメラによる実験結果、過去研究から、計量魚群探知機

設置に適する位置を挙げる。入出網を捕

らえる垣網の運動場への入り口、運動場

と箱網の出入りを捕らえる登り口、箱網

内の残留量を捕らえる箱網内である。ま

たそれぞれにおいて、ブリ類などの遊泳

力の高い魚類は網の沖側を通る傾向が

強いという報告（田原 ）に基づき、

網の沖側に設置することが望ましい（図

①

② ③
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度で割り返すことで個体数を把握することが可能である。音波は発信機からコーン上に拡散していくが、その幅

は狭く、あまり広域はカバーできない。よって定置網内の魚群を効率的に観察するには設置位置の選択が重要で

ある。相模湾試験場が設置していた魚群探知機や光学式カメラによる実験結果、過去研究から、計量魚群探知機

設置に適する位置を挙げる。入出網を捕

らえる垣網の運動場への入り口、運動場

と箱網の出入りを捕らえる登り口、箱網

内の残留量を捕らえる箱網内である。ま

たそれぞれにおいて、ブリ類などの遊泳

力の高い魚類は網の沖側を通る傾向が

強いという報告（田原 ）に基づき、

網の沖側に設置することが望ましい（図

①

② ③

）。

網型について、福井県では二段式落網が普及している。石戸谷氏が 年に甲楽城漁場大敷網を視察したと

ころ、羽口には八の字型の網がついており、また箱網側の台浮子は側張りが 本にまとめられ つの鉄製浮子で

支えられていた。この定置網の構造について、石戸谷氏の考える改善点を講義していただいた。羽口周辺の八の

字型網については、猪口網など小魚を主対象にする網に取り付けられていることが多いが、大型魚狙いの網では

かえって魚の入網を妨げることになりかねないので撤去することが望ましい。また、ブリ類が多く入る福井県で

も箱網の下部を広げることが有効である。台浮子も 本にまとめず、それぞれに浮子をつけ、浮子については鉄

製のものから 製のものに交換することを推奨する。鉄製の浮子は中が空洞であり、急潮時に沈むと圧力で潰

れてしまう可能性がある。潰れた浮きはより浮力を失い、結果、網の流出に繋がる。 製の浮子はそれ自体の

重量も軽く、鉄製の浮子と比べて浮力も遜色ない。本体が軽いため、揚げ入れや清掃などの管理作業も少ない労

力で済み、 を塗り直しながら丁寧に使っていけば鉄製のものより耐用年数も長い。これら改良点を取り入れ

ることで、漁獲量が増える見込みがあると考えられる。

３）小田原市周辺の定置網漁業現況

上記までの相模湾試験場研究成果、またその現場への普及効果から、相模湾の定置網漁業は先行きの明るいも

のへ変化していった。年間数億円単位の被害損失を出していた急潮による被害がなくなり、特に 年に新設さ

れた真鶴定置網では大型ブリが大漁となり漁獲金額が伸びるなど安定した漁業になった。 年 月に行われ

た相模湾シンポジウムにおいて、漁業者からの声として真鶴定置網の現況を話された朝倉氏の講演によると、網

入れした 年 月から 月までの漁獲量が前年同期間比にして アップし、漁獲金額に至っては アップ

となったことが報告された。そのため定置網漁業従業者たちにも余裕と将来への期待が生まれ、真鶴町市場を中

心に地域活性化の一助となっていることが報告された。

安定した職業として認知され始めた相模湾の定置

網漁業は、近年、若者の新規参入が多く、漁業者の

若返りが進んでいる。平成 年ころには 歳代以上、

特に 歳代が中心であったが、今では船頭など

歳代が仕事の中心となり、割合では 歳代が一番多

くなっている（図 ）。若手からの声としても、「職

として安定しており、家族を養っていける。」、「漁の

時間は決まっているので自分の時間も取りやすい。

休日や保険体制もしっかりしている。」と明るい声が

聞かれた。

経営者はもちろん漁業者自身による魚価向上への

意欲も高い。県が補助している事業では、港のすぐ

そばに、加工場と、ストック用の大型生簀を建造中

である。小田原市周辺で大量に獲られ、価崩れを起

こしやすい魚種としてイサキの若魚（地方名：ゴッ

ソリ）があり、現状では肥料用に安価で引き取られ

ていくのみである。しかしこのゴッソリも、販売前

に頭と内臓処理をした状態に加工すると、 単価 円にまで付加価値を付けることに成功している。県内最

大級の米神定置網と最新の石橋定置網を経営する小田原市漁協では、水揚げ用フィッシュポンプと大型自動選別

器を導入して、魚体を傷つけずに早く大量に選別することで鮮度を保つとともに省力化に成功している。漁業者

による取り組みの一例として、原辰定置網の若頭は、原辰漁場で獲れた魚を提供してくれる料理店を自分の足で

探し、売り込み、直接契約を取り付けていると伺った。

最後に、研究機関と漁業者の間の信頼関係がなにより重要であるということを付する。研修中に石戸谷氏が何

度も口にされたことであるし、実際に石戸谷氏と漁業者とのやり取りなどを見ていても感じることができた。石

図 定置網漁場における年齢構成の変化（小田原市）
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戸谷氏は定置網の研究に長年従事してこられた実績はあるが、漁業者の信用を得て共に研究を進めていくには実

際に漁業現場を見て、漁業者と直接話しをして、漁業者にも研究を見せることが重要であるという。石戸谷氏は

漁業現場へ出ることが多く、米神定置網に乗船させていただいた時やリアルタイムブイ回収など漁業者と直接関

わる機会には必ず同行してくださった。その際に漁業者が口を揃えて「石戸谷さんがいたから定置網はよくなっ

た。」「定置網なら石戸谷さんに聞くのが一番だ。」と仰っており、両者気さくに会話していた。石戸谷氏に伺った

逸話として、小田原市近辺の定置網漁業者に「まくり網」という漁具を勧め、これを漁業者に実際に使用しても

らうには 年近くかかったという。その間には、先に導入していた他県の定置網漁場への視察に同行し、効果に

ついて相模湾試験場でも検証を行い、各船頭への直接説明に出向くなど苦心されたと伺った。このような経緯も

あり、漁業者からの信用も厚くなったと容易に想像できた。この信頼関係のおかげで、漁業者は些細なことでも

試験場に相談してくれるようになり、試験場からの依頼や提案にも耳を傾けてくれている。この関係性は大いに

見習うべきである。

今後、福井県においては、今回の研修で得られた知見から県内へ応用、課題提案していき、漁獲量・水揚げ金

額の向上に寄与していくとともに、定置網漁業全体の活性化へと貢献していきたい。

３ 謝辞

今回の研修でお世話になりました神奈川県水産技術センター相模湾試験場の石戸谷博則前場長はじめ、山本専

門研究員（現場長）、相沢主任研究員、高村技師、中川主査、加藤主査、露木氏、上野氏、朝倉氏の皆様方には研

修含め、日々の生活まで大変お世話になり厚くお礼申し上げる。また調査船うしおにおいて各種調査に同行させ

ていただきました渡辺船長、松本氏、井上氏にも大変お世話になり感謝申し上げる。相模湾試験場内だけでなく、

この研修中には小田原市周辺の漁業関係者や関連研究者にも多くご挨拶させていただく機会があり、貴重な話を

聞き体験することができた。ご協力いただいた皆様に感謝するとともに、この研修のため福井県水産試験場で支

えてくださった職員の皆様に感謝申し上げる。

４ 文献

）秋山清二 水中映像無線伝送システムによる定置網漁業の操業合理化 水産工学

）石黒雄一 魚群探知機による定置網箱網内への魚群入網・出網時刻と漁獲量 神奈川県水産技術総合

研究所研究報告

）石黒雄一・五島正晢・秋中一允 水中ビデオカメラ画像伝送システムの製作と定置網内の魚群観察 神

奈川県水産技術総合研究所研究報告

）石戸谷博範 神奈川県水産試験場相模湾試験場の新設水産工学用実験回流水槽の基本設計と機能につい

て 神奈川県水産試験場研究報告

）石戸谷博範・岩田静夫・松山優治 年 月 日に起った急潮現象と定置網の挙動 水産海洋研究

）石戸谷博範・市川正和 落し網における急潮により破断したワイヤーロープの強度試験と回流水槽によ

る張力測定 平成 年度日本水産工学会学術講演会講演論文集

）石戸谷博範・榎沢春雄・石黒雄一・山本章太郎・木下淳司・鈴木征仁・渡辺泰行・小沢孝雄 定置網の

安全対策 Ⅰ 自走式水中カメラによる錨・土俵の調査 ていち

）石戸谷博範 相模湾における定置網を急潮から守るマニュアル ていち

）石戸谷博範 定置網の急潮被害防除策 日本水産学会誌

）石戸谷博範・辻俊宏・丸山克彦・井野慎吾・前田英章・松宮由太佳・瀬戸久武・熊木豊・上の陽一郎

二段式落網の立ち錨の作用について かながわていち

）井桁庸介・北出裕二郎・松山優治 台風 号通過に伴い発生した相模湾の急潮に関する数値実験

海の研究

）井上善洋 ソナーによる定置網漁場における、魚群の行動に関する研究 水工研報

）井上善洋 ソナーによる定置網内外の魚群行動観察 日本水産学会誌
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戸谷氏は定置網の研究に長年従事してこられた実績はあるが、漁業者の信用を得て共に研究を進めていくには実

際に漁業現場を見て、漁業者と直接話しをして、漁業者にも研究を見せることが重要であるという。石戸谷氏は

漁業現場へ出ることが多く、米神定置網に乗船させていただいた時やリアルタイムブイ回収など漁業者と直接関

わる機会には必ず同行してくださった。その際に漁業者が口を揃えて「石戸谷さんがいたから定置網はよくなっ

た。」「定置網なら石戸谷さんに聞くのが一番だ。」と仰っており、両者気さくに会話していた。石戸谷氏に伺った

逸話として、小田原市近辺の定置網漁業者に「まくり網」という漁具を勧め、これを漁業者に実際に使用しても

らうには 年近くかかったという。その間には、先に導入していた他県の定置網漁場への視察に同行し、効果に

ついて相模湾試験場でも検証を行い、各船頭への直接説明に出向くなど苦心されたと伺った。このような経緯も

あり、漁業者からの信用も厚くなったと容易に想像できた。この信頼関係のおかげで、漁業者は些細なことでも

試験場に相談してくれるようになり、試験場からの依頼や提案にも耳を傾けてくれている。この関係性は大いに

見習うべきである。

今後、福井県においては、今回の研修で得られた知見から県内へ応用、課題提案していき、漁獲量・水揚げ金

額の向上に寄与していくとともに、定置網漁業全体の活性化へと貢献していきたい。

３ 謝辞
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門研究員（現場長）、相沢主任研究員、高村技師、中川主査、加藤主査、露木氏、上野氏、朝倉氏の皆様方には研

修含め、日々の生活まで大変お世話になり厚くお礼申し上げる。また調査船うしおにおいて各種調査に同行させ

ていただきました渡辺船長、松本氏、井上氏にも大変お世話になり感謝申し上げる。相模湾試験場内だけでなく、

この研修中には小田原市周辺の漁業関係者や関連研究者にも多くご挨拶させていただく機会があり、貴重な話を

聞き体験することができた。ご協力いただいた皆様に感謝するとともに、この研修のため福井県水産試験場で支

えてくださった職員の皆様に感謝申し上げる。

４ 文献

）秋山清二 水中映像無線伝送システムによる定置網漁業の操業合理化 水産工学
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研究所研究報告

）石黒雄一・五島正晢・秋中一允 水中ビデオカメラ画像伝送システムの製作と定置網内の魚群観察 神

奈川県水産技術総合研究所研究報告

）石戸谷博範 神奈川県水産試験場相模湾試験場の新設水産工学用実験回流水槽の基本設計と機能につい

て 神奈川県水産試験場研究報告

）石戸谷博範・岩田静夫・松山優治 年 月 日に起った急潮現象と定置網の挙動 水産海洋研究

）石戸谷博範・市川正和 落し網における急潮により破断したワイヤーロープの強度試験と回流水槽によ

る張力測定 平成 年度日本水産工学会学術講演会講演論文集

）石戸谷博範・榎沢春雄・石黒雄一・山本章太郎・木下淳司・鈴木征仁・渡辺泰行・小沢孝雄 定置網の

安全対策 Ⅰ 自走式水中カメラによる錨・土俵の調査 ていち
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）石戸谷博範 定置網の急潮被害防除策 日本水産学会誌
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）平元泰輔 相模湾における定置網型の変遷 神奈川県水産試験場研究報告

）平元泰輔 定置網型 変遷 相模湾における定置網の変遷 大型定置網型 神奈川県水産総合研

究所研究報告
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（６）養殖トラフグの寄生虫症（ネオベネデニア・ギレレ）に及ぼす梅果汁の投与効果

（梅投与によるハダムシ等寄生虫予防技術開発の実用化事業）

 

渡 智美・梅津寛之・田中直幸

 
１ 目的

トラフグは、福井県の養殖生産量の 割（生産額の 割）を占めており、海面養殖業において最も重要な魚種

である。本県のトラフグ養殖は、 月に種苗が入荷し、翌年の冬に 歳半で出荷する。この間、夏から初冬にか

けてネオベネデニア・ギレレ（以下「ハダムシ」）の寄生を受ける。ハダムシの駆虫には、一般的に淡水浴が行わ

れているが、水温が ℃を超える夏から秋にかけてはハダムシの成長が早いため、寄生を抑えるためには 週間

に 回の淡水浴が必要となる。しかし、頻繁な淡水浴の実施は、多大な労力を要するとともに、トラフグにもス

トレスを与える。

そこで、水産試験場のこれまでの試験研究により、餌に梅果汁を添加してトラフグに与えることで、トラフグ

の鰓に寄生するヘテロボツリウム・オカモトイ（以下「エラムシ」）の寄生を抑制できることが示唆されている

ことから、ハダムシへの応用を検討した。

 
２ 方法

１）感染試験

供試魚は、平成 年 月にふ化した栽培漁業センターの当歳トラフグ（平均体長 、平均体重 、平

均比肝重 ％）を用いた。

試験区は、 倍濃縮梅果汁を添加した配合飼料（あすか社製）を与える梅果汁区と、配合飼料のみを与える対

照区とし、それぞれ 区ずつ設けて 回行った（試験 および ）。なお，試験 と試験 はハダムシ寄生数を変

えて行った（後述）。梅果汁の添加量は、魚体重 当たり （ 倍濃縮）とし、トラフグへの給餌は 回

日に分け、魚体重あたりの給餌量は試験開始時には ％とし、成長および水温変化に伴い まで減少させた。

トラフグの飼育は、 陸上水槽を用いて 尾ずつ 面に収容した。水槽への収容は平成 年 月 日に行

い、梅果汁の投与は、平成 年 月 日より ヶ月間行った。

飼育開始前と開始 ヶ月後に各区 尾について体長と体重を測定し、肥満度を求め比較した。

感染試験に用いたハダムシ卵は、養殖場においてハダムシの寄生がみられたトラフグ（体重約 ） 尾を

ポリカーボネイト水槽 面に収容し、採卵器（内径 の塩ビパイプで作製した × の長方形の

枠に、太さ のクレモナロープを巻きつけたもの） 個を水槽に垂下し採取した。水槽の水温は自然水温とし、

微流水、微通気を行った。卵は、採卵器垂下後 日目に取り上げ、ろ過海水を満たした 角型水槽（水量 ）

に移して孵化直前まで微流水、微通気で管理し、孵化直前に止水とした。孵化幼生の計数は、強通気をした水槽

から ℓを採水し、容量法により行った。

感染試験は、試験 を平成 年 月 日、試験 を平成 年 月 日に実施した。試験 および のト

ラフグ（平均体長 、平均体重 ）は、イラストーマー標識により梅果汁区と対照区を区別した。ハ

ダムシの感染は、幼生 個体（試験 ）および 個体（試験 ）が孵化した 角型水槽（水量 ）に

各区 尾ずつトラフグを収容し、遮光下で 時間静置した後、流水とし約 日間飼育した。感染試験中の水温

は自然水温とした。感染試験中の生残尾数は、死亡個体を確認次第取り上げ把握した。ハダムシは、感染 日、

日、 日後に、寄生数および体長組成を把握するため、 ℓの淡水を張ったバケツにトラフグを個別に収容し、

分間の淡水浴を行った後、トラフグの体表を手で擦り脱落したハダムシの数の実数計数および体長を測定した。

２）体表粘液中のタンパク質量

体表粘液中のタンパク質は、魚類の体表粘液は生体防御にとって重要なサーフェスバリアと考えられている ）。
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（６）養殖トラフグの寄生虫症（ネオベネデニア・ギレレ）に及ぼす梅果汁の投与効果

（梅投与によるハダムシ等寄生虫予防技術開発の実用化事業）

 

渡 智美・梅津寛之・田中直幸

 
１ 目的

トラフグは、福井県の養殖生産量の 割（生産額の 割）を占めており、海面養殖業において最も重要な魚種

である。本県のトラフグ養殖は、 月に種苗が入荷し、翌年の冬に 歳半で出荷する。この間、夏から初冬にか

けてネオベネデニア・ギレレ（以下「ハダムシ」）の寄生を受ける。ハダムシの駆虫には、一般的に淡水浴が行わ

れているが、水温が ℃を超える夏から秋にかけてはハダムシの成長が早いため、寄生を抑えるためには 週間

に 回の淡水浴が必要となる。しかし、頻繁な淡水浴の実施は、多大な労力を要するとともに、トラフグにもス

トレスを与える。

そこで、水産試験場のこれまでの試験研究により、餌に梅果汁を添加してトラフグに与えることで、トラフグ

の鰓に寄生するヘテロボツリウム・オカモトイ（以下「エラムシ」）の寄生を抑制できることが示唆されている

ことから、ハダムシへの応用を検討した。

 
２ 方法

１）感染試験

供試魚は、平成 年 月にふ化した栽培漁業センターの当歳トラフグ（平均体長 、平均体重 、平

均比肝重 ％）を用いた。

試験区は、 倍濃縮梅果汁を添加した配合飼料（あすか社製）を与える梅果汁区と、配合飼料のみを与える対

照区とし、それぞれ 区ずつ設けて 回行った（試験 および ）。なお，試験 と試験 はハダムシ寄生数を変

えて行った（後述）。梅果汁の添加量は、魚体重 当たり （ 倍濃縮）とし、トラフグへの給餌は 回

日に分け、魚体重あたりの給餌量は試験開始時には ％とし、成長および水温変化に伴い まで減少させた。

トラフグの飼育は、 陸上水槽を用いて 尾ずつ 面に収容した。水槽への収容は平成 年 月 日に行

い、梅果汁の投与は、平成 年 月 日より ヶ月間行った。

飼育開始前と開始 ヶ月後に各区 尾について体長と体重を測定し、肥満度を求め比較した。

感染試験に用いたハダムシ卵は、養殖場においてハダムシの寄生がみられたトラフグ（体重約 ） 尾を

ポリカーボネイト水槽 面に収容し、採卵器（内径 の塩ビパイプで作製した × の長方形の

枠に、太さ のクレモナロープを巻きつけたもの） 個を水槽に垂下し採取した。水槽の水温は自然水温とし、

微流水、微通気を行った。卵は、採卵器垂下後 日目に取り上げ、ろ過海水を満たした 角型水槽（水量 ）

に移して孵化直前まで微流水、微通気で管理し、孵化直前に止水とした。孵化幼生の計数は、強通気をした水槽

から ℓを採水し、容量法により行った。

感染試験は、試験 を平成 年 月 日、試験 を平成 年 月 日に実施した。試験 および のト

ラフグ（平均体長 、平均体重 ）は、イラストーマー標識により梅果汁区と対照区を区別した。ハ

ダムシの感染は、幼生 個体（試験 ）および 個体（試験 ）が孵化した 角型水槽（水量 ）に

各区 尾ずつトラフグを収容し、遮光下で 時間静置した後、流水とし約 日間飼育した。感染試験中の水温

は自然水温とした。感染試験中の生残尾数は、死亡個体を確認次第取り上げ把握した。ハダムシは、感染 日、

日、 日後に、寄生数および体長組成を把握するため、 ℓの淡水を張ったバケツにトラフグを個別に収容し、

分間の淡水浴を行った後、トラフグの体表を手で擦り脱落したハダムシの数の実数計数および体長を測定した。

２）体表粘液中のタンパク質量

体表粘液中のタンパク質は、魚類の体表粘液は生体防御にとって重要なサーフェスバリアと考えられている ）。

そこで、生体防御機能の指標として、ハダムシ感染前とハダムシ計数時に、各区の体表粘液量との相関関係が知

られている体表粘液中のタンパク質量 ）を測定した。体表粘液は、成長測定時に背鰭左側の単位面積（ ）内

に分泌されている粘液をヘラで掻き取って採取した。採取した粘液は、 の 溶液に懸濁し、 沈殿により

得られたタンパク質を に溶解し、タンパク質量測定の試料とした。試料のタンパク質量は、牛血清アルブミ

ンを標準試薬とし、 社製の キットを用いて測定した。

３）梅果汁投与量別感染試験

供試魚は、感染試験と同様のトラフグを用いた。

試験区の設定は、 倍濃縮梅果汁を魚体重 当たり 添加した配合飼料（あすか社製）を与える区を対

照区とし、梅果汁の添加量を 倍および 倍、 倍と増加させた。トラフグへの給餌は 回 日に分け、魚体重

あたりの給餌量は試験開始時には ％とし、成長および水温変化に伴い まで減少させた。

トラフグの飼育は パンライト水槽を用いて、各 尾ずつ 面に収容した。水槽への収容は平成 年 月

日に行い、梅果汁の投与は、平成 年 月 日より ヶ月間行った。

飼育開始前と開始後 ヶ月後に各区 尾について体長と体重を測定し、肥満度を求め比較した。

ハダムシ卵の採取は、感染試験と同様の方法で行い、感染試験は平成 年 月 日に実施した。

トラフグ（平均体長 、平均体重 ）は、イラストーマー標識により区別した。ハダムシの感染は、

幼生 個体が孵化した パンライト水槽に各区 尾ずつトラフグを収容し、遮光下で 時間静置した後、

流水とし、約 日間飼育した。感染試験中の水温は自然水温とした。感染試験中の生残尾数は、死亡個体を確認

次第取り上げ把握した。ハダムシは、感染試験終了後に、寄生数を把握するため、 ℓの淡水を張ったバケツにト

ラフグを個別に収容し、 分間の淡水浴を行った後、トラフグの体表を手で擦り脱落したハダムシの数を実数計

数した。

３ 結果

１）感染試験

飼育期間中、細菌や寄生虫による感染症および斃死はみ

られず、活発に遊泳し餌食いも良好であった。水温は、

～ ℃（平均水温 ℃）であった。飼育期間における

各区の体長および体重、肝重量の変化を表 に示した。体

長と体重、肝重量は、試験 および のいずれにおいても

有意差はなかった（ 検定， ）。

感染後 日および 日、 日のトラフグ 尾当たりの

ハダムシの平均寄生数を図 に示した。ハダムシ寄生数は

試験 および ともに両試験で 日目より 日目で低下

したが， 日目には増加に転じる傾向を示し，いずれの計

数時においても両試験区で有意差は無かった（

検定， ）。

両試験区のトラフグに寄生していたハダムシの体長組

成を図 に示した。試験 の 日目の梅果汁区で小型個体

が多く寄生していたが、 日目には逆に対照区で小型個体

が多く寄生していた。その他の計数時においては両試験区

で差がなかった。

 
 
 
 

表 体長、体重、肝重量の変化
体長（mm）

飼育開始

対照区1 梅果汁区1 対照区2 梅果汁区2

平均±標準偏差 76.2±4.6 186.0±5.3 181.5±3.9 207.9±2.7 196.6±7.8

最小

最大

飼育4カ月後

体重（ｇ）

飼育開始

対照区1 梅果汁区1 対照区2 梅果汁区2

平均±標準偏差 16.4±3.7 237.4±23.8 238.6±35.6 308.2±18.5 265.0±33.1

最小

最大

肥満度

飼育4カ月後

肝重量（ｇ）

飼育開始

対照区1 梅果汁区1 対照区2 梅果汁区2

平均±標準偏差 16.4±0.4 29.9±4.3 27.5±4.8 38.3±5.9 28.1±4.0

最小

最大

比肝重(％)

飼育4カ月後

– 235 –



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

図 感染試験後のハダムシの寄生数（左：試験 、右：試験 ）
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図 感染試験におけるハダムシの体長組成（左：試験 、右：試験 ）
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図 感染試験後のハダムシの寄生数（左：試験 、右：試験 ）
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図 感染試験におけるハダムシの体長組成（左：試験 、右：試験 ）

 

２）体表粘液中のタンパク質量

感染試験後 日、 日、および 日の体表粘液中のタンパク質量の変化を図 に示した。体表粘液中のタン

パク質量は、ハダムシの感染数が少なかった試験 では両区で差は見られなかったが、感染数の多かった試験

では両区とも 日目にもっとも減少した。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）梅果汁投与量別感染試験

飼育期間中、細菌や寄生虫による感染症および斃死はみられず、活発に遊泳し餌食いも良好であった。水温

は、 ～ ℃（平均水温 ℃）であった。飼育期間における各区の体長および体重、肝重量の変化を表

に示した。体長と体重、肝重量は、いずれにおいても有意差はなかった（ 検定， ）。

梅果汁の添加濃度を変化させたハダムシ感染試験の結果を図 に示した。ハダムシの寄生数ついて、梅果汁

の添加量の変化との間に一定の傾向は認められなかった。
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図 感染試験後の体表粘液中のタンパク質量の変化（左：試験 、右：試験 ）

体長（cm）

飼育開始

梅果汁 梅果汁 梅果汁 梅果汁

平均±標準偏差 76.2±4.6 201.7±7.1 199.5±9.5 191.2±6.4 193.5±8.6

最小

最大

飼育4.5カ月後

体重（ｇ）

飼育開始

梅果汁 梅果汁 梅果汁 梅果汁

平均±標準偏差 16.4±3.7 240.3±20.8 239.5±34.8 216.6±13.9 222.0±13.3

最小

最大

肥満度

飼育4.5カ月後

肝重量（ｇ）

飼育開始

梅果汁 梅果汁 梅果汁 梅果汁

平均±標準偏差 16.4±0.4 27.4±2.2 25.4±4.4 20.4±2.0 22.5±1.4

最小

最大

比肝重(％)

飼育4.5カ月後

表 体長、体重、肝重量の変化

図 梅果汁濃度別のハダムシ感染数

異なるアルファベットは、有意差を示す（ 、 の多重比較） 
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４．考察

これまで、平成 年度および 年度に実施された試験 では、感染試験 週間後に寄生したハダムシの計

数を行っていたが、防除効果が判然としなかったため、本試験では感染試験後 日および 日、 日と計数ま

での日数を変えてハダムシの計数を行った。成長は両試験区で差がなかったことから、梅果汁を長期間投与する

ことによる影響はなかったと考えられた。

ハダムシの寄生数は，試験 および の両試験区で有意差が無く、ともに 日目から 日目にかけて減少

し、 日目に再び増加した。また、両試験区で寄生していたハダムシのサイズに顕著な傾向は認められなかった。

しかし、両試験区において 日目に寄生数が減少したことおよび感染数が多かった試験 で体表粘液中のタ

ンパク質量が 日目に顕著に減少したことは、トラフグの何らかの生体防御反応の影響ではないかと推察され、

今後、検討することでトラフグのハダムシ防除におけるメカニズムの解明に役立つ可能性がある。

さらに、梅果汁の添加量を まで増やしても寄生数が減少せず、さらに添加量の増加に伴って寄生数が

減少するような傾向も認められなかったことからも、梅果汁の添加にはハダムシ防除効果は無いと考えられた。
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４．考察

これまで、平成 年度および 年度に実施された試験 では、感染試験 週間後に寄生したハダムシの計

数を行っていたが、防除効果が判然としなかったため、本試験では感染試験後 日および 日、 日と計数ま

での日数を変えてハダムシの計数を行った。成長は両試験区で差がなかったことから、梅果汁を長期間投与する

ことによる影響はなかったと考えられた。

ハダムシの寄生数は，試験 および の両試験区で有意差が無く、ともに 日目から 日目にかけて減少

し、 日目に再び増加した。また、両試験区で寄生していたハダムシのサイズに顕著な傾向は認められなかった。

しかし、両試験区において 日目に寄生数が減少したことおよび感染数が多かった試験 で体表粘液中のタ

ンパク質量が 日目に顕著に減少したことは、トラフグの何らかの生体防御反応の影響ではないかと推察され、

今後、検討することでトラフグのハダムシ防除におけるメカニズムの解明に役立つ可能性がある。

さらに、梅果汁の添加量を まで増やしても寄生数が減少せず、さらに添加量の増加に伴って寄生数が

減少するような傾向も認められなかったことからも、梅果汁の添加にはハダムシ防除効果は無いと考えられた。

 
４ 文献

粕谷芳夫ら（ ）：安全でおいしい若狭ふぐ高品質化事業．福井県水産試験場報告 平成 年度：

浦和茂彦（ ）：さけ・ます資源管理センター ニュース № ：

角田ら（ ）：ラクトフェリン投与によるマダイ体表粘液の非特異的生体防禦活性の増強．水産増殖

（ ）：

渡智美・川代雅和（ ）：寄生虫予防技術開発事業．福井県水産試験場報告 平成 年度：

渡智美・池田茂則（ ）：寄生虫予防技術開発事業．福井県水産試験場報告 平成 年度：

 

（７）新承認水産用医薬品プロノポールのヒラメ稚魚への影響試験

田中 直幸※

１ 背景と目的

永くヒラメの滑走細菌症対策の水産用医薬品として使用されていた、ニフルスチレン酸ナトリウム（商品名：

エルバージュなど）が平成 年 月に製造中止となり、代替薬としてサケ科魚類の魚卵用消毒剤として使用され

ている、プロボノール（商品名：パイセス）が新たにカレイ目魚類の滑走細菌症対策の水産用医薬品として承認

された。

しかし、プロボノール薬浴をした場合の濃度や薬浴時間の、ヒラメ稚魚への影響についての知見は乏しい。そ

こで、中間育成場等の現場で使用時に指導のためのデーターを得るために、飼育水温（ ℃と ℃）によるヒラ

メ稚魚への影響や、規定以外の用法（濃度や薬浴時間）で使用した場合のヒラメ稚魚への影響を調べた。

２ 方法

県栽培漁業センター産ヒラメ稚魚を ～ 尾、 ℓバケツに収容して試験を行った。バケツ中はエアレーショ

ンによる通気を行い、薬浴時は止水とし、その後、換水率 回転 日で注水を行った。

試験区は以下の 試験区を設定し、 日 回プロボナールによる薬浴を行い、 日目の薬浴終了時の生残数で影

響を評価した。

試験区 ①対照区（プロボノール薬浴なし）：パイセス添加なし、止水 時間 日を 日間

②規定区（規定通りの方法で薬浴）：パイセス濃度で 、 時間 日の薬浴を 日間

③濃度 倍区（規定の 倍濃度で 時間薬浴）： パイセス濃度で 、 時間 日の薬浴を 日間

④時間 倍区（規定の濃度で 時間薬浴）： パイセス濃度で 、 時間 日の薬浴を 日間

水温 ℃台である 月上旬と、 ℃台である 月下旬に試験を行った。

３ 結果

１）水温 ℃台での影響試験結果

・試験期間：平成 年 月 日～ 日

・供仕魚サイズ ： 平均全長 、平均体重

・試験期間中水温 ： ℃ ～ ℃

表 水温 ℃での影響試験経過一覧

薬浴前 薬浴後 薬浴前 薬浴後 薬浴前 薬浴後

対照区（海水のみ）

規定区（規定濃度、２時間薬浴）

濃度２倍区（規定濃度の２倍、２時間薬浴）

時間２倍区（規定濃度、４時間薬浴）

最終
生残数

斃　　死　　数
生残率
（％）

試験前
尾数

１日目薬浴 ２日目薬浴 ３日目薬浴

℃から ℃の水温帯においては、規定どおりの薬浴区において斃死はなかったが、薬浴濃度 倍

区では約 ％の生残率しかなかった。また、薬浴時間 倍区では若干の斃死があった。

 
２）水温 ℃台での試験結果

・試験期間：平成 年 月 日～ 日

・供仕魚サイズ ： 平均全長 、平均体重

※福井県農林水産部食料産業振興課
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・試験期間中水温 ： 25.9 ℃ ～ 27.4 ℃ 

表 水温 ℃での試験経過一覧

薬浴前 薬浴後 薬浴前 薬浴後 薬浴前 薬浴後

対照区（海水のみ）

規定区（規定濃度、２時間薬浴）

濃度２倍区（規定濃度の２倍、２時間薬浴） ― ―

時間２倍区（規定濃度、４時間薬浴）

生残率
（％）

試験前
尾数

斃　　死　　数
最終
生残数

１日目薬浴 ２日目薬浴 ３日目薬浴

 
℃から ℃の水温帯においては、規定どおりの薬浴区においても約 ％近くが斃死した。また、薬浴

濃度 倍区では 日目に全尾が斃死し、薬浴時間 倍区では が斃死した。

 
４ 考察

プロポノール（パイセス）のヒラメ稚魚への影響は、以下の特徴があった。

・ 稚魚へのダメージ ： 薬浴濃度 ＞ 薬浴時間

・ 水温 ℃以上では、規定通りの薬浴方法でも稚魚へのダメージが大きい

規定より濃い薬浴濃度のダメージの方が、規定より長い薬浴時間のダメージより大きいことは、他の薬剤（例

えばトラフグやブリに対する過酸化水素水）でも同様の傾向が見られるため、予想通りであった。

水温 ℃以上において、規定どおりの薬浴法を行っても約 ％の斃死が見られた点については、ヒラメの生息

適水温より高い水温であるため、規定どおりの薬浴でもヒラメへのダメージが大きかったことが考えられる。 ℃

以上の水温では、プロポノール（パイセス）薬浴を避けることが懸命であると思われる。

５ プロポノール（パイセス）薬浴の際の指導方針

今後、ヒラメ中間育成時のプロボノール薬欲に際しての指導方針としては、以下の 点とする。

・薬浴濃度、薬浴時間の厳守（特に薬浴濃度）

・水温 ℃以上での使用は控える

・以前のニフルスチレン酸ナトリウム（商品名：エルバージュなど）に比べて非常に使い辛い薬剤であるので、

滑走細菌症が発症しないような飼育（銅イオン発生装置の設置等）を指導
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Ⅲ 調査研究報告 Ⅳ その他の業務



・試験期間中水温 ： 25.9 ℃ ～ 27.4 ℃ 

表 水温 ℃での試験経過一覧

薬浴前 薬浴後 薬浴前 薬浴後 薬浴前 薬浴後

対照区（海水のみ）

規定区（規定濃度、２時間薬浴）

濃度２倍区（規定濃度の２倍、２時間薬浴） ― ―

時間２倍区（規定濃度、４時間薬浴）

生残率
（％）

試験前
尾数

斃　　死　　数
最終
生残数

１日目薬浴 ２日目薬浴 ３日目薬浴

 
℃から ℃の水温帯においては、規定どおりの薬浴区においても約 ％近くが斃死した。また、薬浴

濃度 倍区では 日目に全尾が斃死し、薬浴時間 倍区では が斃死した。

 
４ 考察

プロポノール（パイセス）のヒラメ稚魚への影響は、以下の特徴があった。

・ 稚魚へのダメージ ： 薬浴濃度 ＞ 薬浴時間

・ 水温 ℃以上では、規定通りの薬浴方法でも稚魚へのダメージが大きい

規定より濃い薬浴濃度のダメージの方が、規定より長い薬浴時間のダメージより大きいことは、他の薬剤（例

えばトラフグやブリに対する過酸化水素水）でも同様の傾向が見られるため、予想通りであった。

水温 ℃以上において、規定どおりの薬浴法を行っても約 ％の斃死が見られた点については、ヒラメの生息

適水温より高い水温であるため、規定どおりの薬浴でもヒラメへのダメージが大きかったことが考えられる。 ℃

以上の水温では、プロポノール（パイセス）薬浴を避けることが懸命であると思われる。

５ プロポノール（パイセス）薬浴の際の指導方針

今後、ヒラメ中間育成時のプロボノール薬欲に際しての指導方針としては、以下の 点とする。

・薬浴濃度、薬浴時間の厳守（特に薬浴濃度）

・水温 ℃以上での使用は控える

・以前のニフルスチレン酸ナトリウム（商品名：エルバージュなど）に比べて非常に使い辛い薬剤であるので、

滑走細菌症が発症しないような飼育（銅イオン発生装置の設置等）を指導

（８）ふくいの水産物見える化事業（総括）

下中邦俊・池田茂則・杉田顕浩 ・田中直幸

１ 目的

福井県沿岸で漁獲される魚類の鮮度や品質に関する情報は、一般消費者にとって関心があり、魚を購入する動

機にもつながっている。このため、福井産水産物のおいしさや品質について、データをもとに分かりやすい情報

として提示し、消費者の県産水産物に対する理解を深め、購買意欲を高めることを目的に調査を行った。

２ 方法

１）鮮度調査 、

（１）定置網鮮度調査

漁場での温度管理や取扱いが、その後の鮮度変化に及ぼす影響を調べるために、県内の定置網の漁獲物の取扱

いと温度管理に対する調査を ・ 年に行った。 年の調査は、 月から 年 月にかけて、県内の

定置網漁船に乗船し、漁獲物が魚槽に収容されてから市場に水揚げされるまでの魚槽内の水温と漁獲物の体温変

化を温度計により把握した。また 年 月には定置網で漁獲されたマアジ、ブリそれぞれについて、漁獲後、

一般家庭で消費されると想定される 時間後まで漁獲直後の取扱いや魚体温の違いが鮮度変化におよぼす影響

を調べた。

（２）底曳き網鮮度調査

年 月 ～ 日にかけて、水産試験場調査船福井丸に乗船し、トロール網調査で漁獲されたアカガレイに

ついて、漁獲直後の取扱いや魚体温の違いが鮮度変化におよぼす影響を調べた。

２）県内産マアジ・ブリ・アカガレイの「脂ののり」 以下、脂肪含有量 調査

（１）近赤外スペクトルの測定と検量線作成

市販の近赤外分光分析器を用い、 年に脂質含有量の簡易測定法について開発を行い、 年に脂肪含有量

の測定と評価を行った。

（２）脂肪含有量調査

平成 ・ 年に県内の定置網、一本釣り漁獲されるマアジとブリ、 年には底曳き網で漁獲されるア

カガレイの脂肪含有量の季節変化を調査した。

３）養殖トラフグ・マダイの肉質分析調査

（１）梅エキス添加フグ用配合飼料を給餌したトラフグ（以下梅フグ）とフグ用配合飼料を給餌したトラフグ（以

下通常フグ）との比較調査

年 月から当歳魚種苗として海面生簀で養殖業者が養殖飼育している梅フグ（ 倍濃縮梅果汁を魚体重あ

たり 程度添加、基本的に飽食給餌）および通常フグを 尾ずつ用いた。供試魚は、夏（ 月）、秋（

月）および冬（ 月）に取り上げ、身の一般組成とアミノ酸組成を分析した。また、夏（ 月）と冬（ 月）には

破断強度も測定し、 月には、食味官能検査として梅フグと通常フグの刺身（てっさ）サンプルを提示して選択

させ、その選択者の中で好ましさを感じた者の数を抽出し有意差を判定する方法をとった。

（２）福井県産フグと和歌山県産フグとの比較調査

年 月から当歳魚種苗として海面生簀で養殖業者が養殖飼育している種苗産地（福井県・和歌山県）

※ ：福井県嶺南振興局 ※ ：福井県農林水産部食料産業振興課
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の違うトラフグを 尾ずつ用い、同様に身の一般組成とアミノ酸組成を冬（ 月）に分析し、同時に破断強度も

測定した。

（３）養殖マダイの肉質分析調査

・梅エキス添加マダイ用配合飼料を給餌したマダイ（以下梅マダイ）とマダイ用配合飼料を給餌したマダイ（以

下通常マダイ）との比較調査

年 月から当歳魚種苗として海面生簀で養殖業者が養殖飼育している梅マダイ（ 倍濃縮梅果汁を魚体重

あたり 程度添加、基本的に飽食給餌）および通常マダイを 尾ずつ用い、冬（ 月）に取り上げ、上記

のふぐ同様に一般組成とアミノ酸組成を分析した。また 月に食味官能検査として梅マダイと通常マダイの刺身

サンプルを提示して選択させ、その選択者の中で好ましさを感じた者の数を抽出し有意差を判定する方法をとっ

た。

３ 結果および考察

１）鮮度調査

（１）定置網鮮度調査

（魚槽内温度と魚体温度）

収容する漁獲物に対し、魚槽内に入れる砕氷の量が不足した場合には、魚槽内の表層と底層で大きな温度差が

生じた。水槽内を撹拌するなど漁獲物を均一に冷却する対策が必要と考えられた。魚槽に収容された漁獲物（マ

アジ、ブリ）の体温は、周辺環境の影響を受け、水揚げ時まで魚槽の底層水温に近い ℃以上の温度で維持され

た。

一方、砕氷よりも細かい氷（クラッシャー氷）の製造装置を有し、海水を急速に冷却させた場合には、魚槽内

水温は、漁獲物収容時に表層で約 ℃の温度上昇がみられたが、その後は水揚げ時まで表層、底層とも ℃以下を

維持した。また、表層と底層の温度差がほとんどみられず、魚槽内の水温がほぼ均一に保たれていると考えられ

た。

魚槽内のマアジ、ブリは、収容後体温が急速に低下し、水揚げ時には周辺環境である魚槽水温に近似した。し

かし、冷却されるまでの時間は、魚体の大きさに左右され、マアジ（ ）とブリ（ ｇ で 時間程度の差が

あった。

（保管温度と鮮度）

℃保管区では、マアジ、ブリとも魚体温度は ℃以下を維持した。 ℃区では保管庫内の温度の影響を直接受

け、魚体温度は ～ ℃の範囲であった。

マアジ、ブリいずれも漁獲直後の 値は ％以下であり、極めて良好な鮮度を示し、 時間保管後においても

％以下で保たれていた。また、保管温度による鮮度変化については、 ℃保管の方が ℃保管よりもさらに鮮度

低下が抑制されることが示された。一方、 については、いずれも漁獲後 時間までに の比率が急上昇し、

時間で の蓄積が最大となった。その後、漁獲後 時間まで緩やかな鮮度低下とともに の減少傾向が

みられたが、 の割合は高いレベルで維持されていた。 ℃と ℃保管で、いずれも に差はみられず、 ℃以

下で保管することにより、魚体の旨み成分が最大に保たれることが示された。

マアジ、ブリのいずれも、時間経過に伴う魚肉中の遊離アミノ酸含量に大きな変化は認められなかった。 時

間程度の保管時間では分解がほとんど進行せず、魚肉中の遊離アミノ酸含量には差が認められなかったと考えら

れた。

（船上での取扱いと鮮度）

漁獲後船上で 分間苦悶放置（以下「苦悶放置区」）後冷蔵したブリ、漁獲直後に活〆し砕氷を入れた海水中

で 分間氷蔵（以下「活〆区」）したブリ、漁獲直後に砕氷を入れた海水中で 分間氷蔵（以下「通常区」）し

たブリの魚体温は、約 時間後にほぼ同じ温度帯 約 ℃ となった。

また 時間後の 値については、通常と活〆区がそれぞれ ％、 ％であったのに対し、苦悶放置区で

は、 ％と最も高くなったが、 区間の差はわずかであった。
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の違うトラフグを 尾ずつ用い、同様に身の一般組成とアミノ酸組成を冬（ 月）に分析し、同時に破断強度も

測定した。

（３）養殖マダイの肉質分析調査

・梅エキス添加マダイ用配合飼料を給餌したマダイ（以下梅マダイ）とマダイ用配合飼料を給餌したマダイ（以

下通常マダイ）との比較調査

年 月から当歳魚種苗として海面生簀で養殖業者が養殖飼育している梅マダイ（ 倍濃縮梅果汁を魚体重

あたり 程度添加、基本的に飽食給餌）および通常マダイを 尾ずつ用い、冬（ 月）に取り上げ、上記

のふぐ同様に一般組成とアミノ酸組成を分析した。また 月に食味官能検査として梅マダイと通常マダイの刺身

サンプルを提示して選択させ、その選択者の中で好ましさを感じた者の数を抽出し有意差を判定する方法をとっ

た。

３ 結果および考察

１）鮮度調査

（１）定置網鮮度調査

（魚槽内温度と魚体温度）

収容する漁獲物に対し、魚槽内に入れる砕氷の量が不足した場合には、魚槽内の表層と底層で大きな温度差が

生じた。水槽内を撹拌するなど漁獲物を均一に冷却する対策が必要と考えられた。魚槽に収容された漁獲物（マ

アジ、ブリ）の体温は、周辺環境の影響を受け、水揚げ時まで魚槽の底層水温に近い ℃以上の温度で維持され

た。

一方、砕氷よりも細かい氷（クラッシャー氷）の製造装置を有し、海水を急速に冷却させた場合には、魚槽内

水温は、漁獲物収容時に表層で約 ℃の温度上昇がみられたが、その後は水揚げ時まで表層、底層とも ℃以下を

維持した。また、表層と底層の温度差がほとんどみられず、魚槽内の水温がほぼ均一に保たれていると考えられ

た。

魚槽内のマアジ、ブリは、収容後体温が急速に低下し、水揚げ時には周辺環境である魚槽水温に近似した。し

かし、冷却されるまでの時間は、魚体の大きさに左右され、マアジ（ ）とブリ（ ｇ で 時間程度の差が

あった。

（保管温度と鮮度）

℃保管区では、マアジ、ブリとも魚体温度は ℃以下を維持した。 ℃区では保管庫内の温度の影響を直接受

け、魚体温度は ～ ℃の範囲であった。

マアジ、ブリいずれも漁獲直後の 値は ％以下であり、極めて良好な鮮度を示し、 時間保管後においても

％以下で保たれていた。また、保管温度による鮮度変化については、 ℃保管の方が ℃保管よりもさらに鮮度

低下が抑制されることが示された。一方、 については、いずれも漁獲後 時間までに の比率が急上昇し、

時間で の蓄積が最大となった。その後、漁獲後 時間まで緩やかな鮮度低下とともに の減少傾向が

みられたが、 の割合は高いレベルで維持されていた。 ℃と ℃保管で、いずれも に差はみられず、 ℃以

下で保管することにより、魚体の旨み成分が最大に保たれることが示された。

マアジ、ブリのいずれも、時間経過に伴う魚肉中の遊離アミノ酸含量に大きな変化は認められなかった。 時

間程度の保管時間では分解がほとんど進行せず、魚肉中の遊離アミノ酸含量には差が認められなかったと考えら

れた。

（船上での取扱いと鮮度）

漁獲後船上で 分間苦悶放置（以下「苦悶放置区」）後冷蔵したブリ、漁獲直後に活〆し砕氷を入れた海水中

で 分間氷蔵（以下「活〆区」）したブリ、漁獲直後に砕氷を入れた海水中で 分間氷蔵（以下「通常区」）し

たブリの魚体温は、約 時間後にほぼ同じ温度帯 約 ℃ となった。

また 時間後の 値については、通常と活〆区がそれぞれ ％、 ％であったのに対し、苦悶放置区で

は、 ％と最も高くなったが、 区間の差はわずかであった。

（２）底曳き網鮮度調査

漁獲されたアカガレイを苦悶放置区、活〆区および通常区の処理をした後、下氷した発泡トロ箱に並べ常温保

管した。苦悶放置区では魚体温が上昇し 分後に約 ℃に達した後に徐々に低下し、 分後には約 ℃になっ

た。一方、活〆と通常の魚体温は、氷蔵 分後は ℃前後になり、その後緩やかに低下し、 分後には ℃以下

となった。

値については、苦悶放置区では、 時間後には 値の上昇がみられ 時間後に ％、 時間後に ％

になった。一方、活〆区では 値の上昇が緩やかで 時間後に ％、通常区 シート有、無 の 値は、それ

ぞれ ％、 ％となった。シートの有無による差はみられなかった。

苦悶放置区は、死後硬直については活〆区に比べて早く進行し 時間後に ％、活〆区では 時間後から死

後硬直が始まり、 時間後に ％、通常区のシート無では 時間後に ％、シート有では 時間後に ％

になった。シート有の方が無よりも死後硬直が遅れる傾向がみられた。

活〆のアカガレイの筋肉部は放血処理を行っていたため出血がみられなかったが、苦悶放置のアカガレイでは

脊椎骨周囲からの出血が広範囲にみられた。

アカガレイではブリの場合と異なり、苦悶放置による鮮度低下が明らかであった。アカガレイで鮮度低下が顕

著であったのは、本種が冷水性であり、短時間でも魚体温が ℃以上の高温状態にあったことが、その後の鮮度

低下に影響を及ぼしたと考えられた。このことから、アカガレイの場合は漁獲後、速やかに冷水等に浸漬し、生

息水温に近い温度に冷却する必要があると考えられた。

アカガレイの体表に直接氷が触れるのを防ぐためのシートの有無による鮮度の違いを比較した。 値の変化に

は明確な差がみられなかったが、死後硬直の進行は、シートがある方が若干遅くなる傾向がみられた。また、氷

が直接体表に触れないため、体表に氷による「凸凹」がみられず、アカガレイの外見はシートがある方が美しく

感じられた。

近年、県内で「活ガレイ」を売り物に刺身を提供する民宿等がみられている。新鮮な切り身の美しさを保つた

めには、漁獲直後の鮮度保持と活〆による血抜き処理が重要と考えられた。

２）県内産マアジ・ブリ・アカガレイの脂肪含有量調査

（１）近赤外スペクトルの測定と検量線作成

マアジ、ブリの化学分析値と近赤外線による推定値の関係から検量線を作成し、評価を行った。

マアジの近赤外測定値に対する実際の実測値の相関については、検討を行った選択波長数 ～ の範囲では

以上で誤差の標準偏差が小さくなる傾向がみられた。検量線評価用試料を用いて検量線の評価を行ったところ、

相関係数は であった。

ブリについては選択波長数が大きいほど誤差の標準偏差が小さくなったが、重回帰式に説明変数を取り込み過

ぎた場合に生じる過剰適合 オーバーフィッティング はみられなかった。検量線評価用試料を用いて検量線の評

価を行ったところ、相関係数は と高かった。

以上から、マアジ、ブリいずれも実測値と推定値に高い相関があると判断され、本検量線を使用した現場レベ

ルでの脂質の簡易測定が可能であると考えられた。

（２）脂肪含有量調査

大銘柄のマアジ（全長 ～ ）の脂肪含有量は調査時期により変動がみられ、且つ同時期に購入したマア

ジであっても個体差がみられた。年間を通じ ～ ％の含有量であった。マアジの脂肪含有量は、 月と

月で高い傾向にあったが、同時に調べた肥満度との関係は明確ではなかった。マアジの一般組成は時期的に大き

な変化がみられずほぼ一定であった。

ブリの脂肪含有量は 月と 月の を超えるブリ銘柄で ％を超え、 のブリで最大 ％に達した。

未満の個体の脂肪含有量は年間を通じて ％以下と低い傾向にあった。マアジと同様にブリの脂肪含有量と

肥満度に明確な関係はみられなかった。ブリの一般組成については、 以上と 未満銘柄で脂質と水分含有

量に違いがみられ、脂質含有量が高いブリでは水分含有量が低い傾向であった。
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アカガレイについては、調査期間（ 月と ～ 月）では脂肪含有量に変動等はみられず、また平均値も ％以

下と低かった。体成分の水分や粗蛋白などの成分に時期的な変化はみられなかった。

魚種（ブリ・マアジ・アカガレイ）の中では、体重 ㎏を超えるブリで、大型になるほど脂肪含有量が増加

する傾向がみられたが、 ㎏未満のブリやマアジ、アカガレイでは傾向はみられなかった。

３）養殖トラフグ・マダイの肉質分析調査

（１）梅フグと通常フグとの比較調査

一般組成については、夏（ 月）・秋（ 月）と冬（ 月）のいずれも有意な差はみられず、季節による差は生

じにくいと考えられた。

アミノ酸組成については、いくつかのものについて、有意差がみられたり、夏と冬で逆の傾向がみられたが、

人が感じとれるような差ではないと考えられた。

破断強度については、夏の水平方向で有意な差がみられたが、人が感じとれるような差は生じにくいと考えら

れた。

梅フグと通常フグの官能検査の結果、透明感についてのみ有意差がみられた。

以上から梅エキス添加でもトラフグの味に影響しないと考えられた。

（２）福井県産フグと和歌山県産フグの比較調査

両県産フグにおいては、一般組成では有意な差は見られなかった。

アミノ酸組成においては、産地の違いでいくつかのアミノ酸で有意差が生じたが、人が感じとれるような差で

はないと考えられた。

破断強度については、両県産フグにおいては、垂直・水平方向ともに有意な差がみられたが、垂直・水平方向

で逆の結果が得られ、全体としてはあまり差が生じず人が感じとれるような差ではないと考えられた。

以上から産地による明確な差はないと考えられた。

（３）養殖マダイの肉質分析調査

梅マダイと通常マダイとの一般組成については、身の粗タンパクで有意な差がみられた。

アミノ酸組成については、グリシン・プロリン・総量で有意な差がみられたが、人が感じとれるような差

ではないと考えられた。

食味官能検査の結果、梅マダイの方が香・食感・総合評価で有意な差がみられた。今回は全体的に梅マダイの

方が好ましい結果が得られたと考えられた。

４ 文献

）杉田顕浩・池田茂則 ：ふくいの水産物見える化事業．福井県水産試験場報告，平成 年度；

）杉田顕浩・池田茂則 ：ふくいの水産物見える化事業．福井県水産試験場報告，平成 年度；

下中邦俊・田中直幸 ：ふくいの水産物見える化事業．福井県水産試験場報告，平成 年度；
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アミノ酸組成においては、産地の違いでいくつかのアミノ酸で有意差が生じたが、人が感じとれるような差で

はないと考えられた。

破断強度については、両県産フグにおいては、垂直・水平方向ともに有意な差がみられたが、垂直・水平方向

で逆の結果が得られ、全体としてはあまり差が生じず人が感じとれるような差ではないと考えられた。

以上から産地による明確な差はないと考えられた。

（３）養殖マダイの肉質分析調査

梅マダイと通常マダイとの一般組成については、身の粗タンパクで有意な差がみられた。

アミノ酸組成については、グリシン・プロリン・総量で有意な差がみられたが、人が感じとれるような差

ではないと考えられた。

食味官能検査の結果、梅マダイの方が香・食感・総合評価で有意な差がみられた。今回は全体的に梅マダイの

方が好ましい結果が得られたと考えられた。

４ 文献
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１ 業績

１）学会誌、商業誌、冊子等への発信

（１）海洋研究部

該当なし

（２）栽培漁業センター

該当なし

（３）内水面総合センター

区 分 発表者名 発 表 課 題 名 掲載誌名 巻号ﾍﾟｰｼ （゙年）

商業誌 岩谷 芳自 九頭竜川のアユ 自然人
、

（ ）

学会誌 岩谷 芳自 カマキリ仔稚魚期の至適水温 水産増殖
（ ）、

（ ）

広報誌 岩谷 芳自
福井県水産試験場内水面総合センターの取り

組み
ぜんない 月号

、

（ ）

２）機関誌等試験場の刊行物による発表

（１）平成 年度福井県水産試験場報告

区 分 発表者名 発 表 課 題 名 巻号ﾍﾟｰｼﾞ（年）

概要報告

１）海洋研究部

宮田 克士・金田 充 １）新漁業管理制度推進情報提供事業

北山 和也・宮田 克士・

渥美 正廣・河野 展久・

手賀 太郎

２）２００カイリ水域内漁業資源総合調査事業

（我が国周辺漁業資源調査）

高垣 守・鮎川 航太
３）温排水漁場環境調査事業

ア 拡散状況調査

高垣 守・鮎川 航太
３）温排水漁場環境調査事業

イ 広域環境漁場調査

高垣 守・宮田 克士・

鮎川 航太

４）大型クラゲ対策強化事業

ア 大型クラゲ分布状況調査事業（受託事業名：大型クラゲ等

有害生物修験調査および情報提供委託事業）

高垣 守・宮田 克士・

鮎川 航太

４）大型クラゲ対策強化事業

イ 県境域での駆除・中層分布量調査

鮎川 航太・高垣 守 ５）漁場保全対策推進事業 （海面域）

高垣 守・鮎川 航太・

宮田 克士
６）バフンウニの地蒔き式養殖導入試験

鮎川 航太・高垣 守 ７）海況情報提供事業

高垣 守・鮎川 航太 ８）現場実践型磯根資源増大対策技術の開発

河野 展久・手賀 太郎

北山 和也

９）ズワイガニ資源増大対策事業

ア 曳航式水中ビデオカメラを用いた密度調査

河野 展久・手賀 太郎

北山 和也

９）ズワイガニ資源増大対策事業

イ ３ サイドスキャンソナーを用いた漁場形成要因等調査

河野 展久・手賀 太郎

北山 和也

９）広域底魚資源量調査事業

ウ 保護礁内におけるズワイガニの生息状況調査

渥美 正廣・手賀 太郎 ）地域漁業管理総合対策事業（刺網漁業）
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区 分 発表者名 発 表 課 題 名 巻号ﾍﾟｰｼﾞ（年）

概要報告

手賀 太郎・渥美 正廣 ）広域連携栽培漁業推進事業（ヒラメ放流効果調査）

栗駒 治正・松見 金幸・

川端 昭弘
）定置網網成り調査事業

渡 智美・田中 直幸・

杉田 顕浩
）水産動物防疫薬事対策

渡 智美・田中 直幸 ）梅投与によるハダムシ等寄生虫抑制技術の実用化事業

杉田 顕浩・池田 茂則・

成田 秀彦
）未利用魚実態調査事業

田中 直幸・杉田 顕浩・

宮台 俊明（福井県立大

学）

）トラフグ簡易性判別技術開発支援事業

杉田 顕浩・池田 茂則 ）ふくいの水産物見える化事業

池田 茂則・杉田 顕浩・
）放流用ナマコ種苗の効果的大量生産手法の検討

（農林水産業者等提案型共同研究）

２）栽培漁業センター

松井 伸夫・上奥 秀樹 １）トラフグ、ヒラメ、マダイ、アユに供した餌料培養

川代 雅和・大江 秀彦 ２）ヒラメ種苗生産事業

上奥 秀樹・大江 秀彦 ３）養殖用種苗生産事業（トラフグ）

大江 秀彦・川代 雅和 ４）漁家民宿用養殖種苗生産事業（マダイ） （ ）

川代 雅和・日比野 憲治 ５）ナマコ簡易種苗生産技術開発事業 （ ）

大江 秀彦・川代 雅和 ６）アユ種苗生産事業

日比野 憲治・川代 雅和 ７）バフンウニの地蒔き式養殖導入試験

３）内水面総合センター

根本 茂・家接 直人 １）アユ種苗生産事業

森山 充・山田 洋雄 ２）元気なふくいアユ種苗生産開発事業

山田 洋雄・森山 充 ３）淡水魚類防疫薬事総合対策事業

家接 直人・根本 茂 ４）アユ漁場環境調査事業

山田 洋雄・家接 直人・

森山 充・根本 茂
５）外来魚生息調査事業

森山 充 ６）漁場保全対策推進事業（内水面）

根本 茂・山田 洋雄 ７）提案型共同研究（シジミ天然採苗）
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区 分 発表者名 発 表 課 題 名 巻号ﾍﾟｰｼﾞ（年）

概要報告

手賀 太郎・渥美 正廣 ）広域連携栽培漁業推進事業（ヒラメ放流効果調査）

栗駒 治正・松見 金幸・

川端 昭弘
）定置網網成り調査事業

渡 智美・田中 直幸・

杉田 顕浩
）水産動物防疫薬事対策

渡 智美・田中 直幸 ）梅投与によるハダムシ等寄生虫抑制技術の実用化事業

杉田 顕浩・池田 茂則・

成田 秀彦
）未利用魚実態調査事業

田中 直幸・杉田 顕浩・

宮台 俊明（福井県立大

学）

）トラフグ簡易性判別技術開発支援事業

杉田 顕浩・池田 茂則 ）ふくいの水産物見える化事業

池田 茂則・杉田 顕浩・
）放流用ナマコ種苗の効果的大量生産手法の検討

（農林水産業者等提案型共同研究）

２）栽培漁業センター

松井 伸夫・上奥 秀樹 １）トラフグ、ヒラメ、マダイ、アユに供した餌料培養

川代 雅和・大江 秀彦 ２）ヒラメ種苗生産事業

上奥 秀樹・大江 秀彦 ３）養殖用種苗生産事業（トラフグ）

大江 秀彦・川代 雅和 ４）漁家民宿用養殖種苗生産事業（マダイ） （ ）

川代 雅和・日比野 憲治 ５）ナマコ簡易種苗生産技術開発事業 （ ）

大江 秀彦・川代 雅和 ６）アユ種苗生産事業

日比野 憲治・川代 雅和 ７）バフンウニの地蒔き式養殖導入試験

３）内水面総合センター

根本 茂・家接 直人 １）アユ種苗生産事業

森山 充・山田 洋雄 ２）元気なふくいアユ種苗生産開発事業

山田 洋雄・森山 充 ３）淡水魚類防疫薬事総合対策事業

家接 直人・根本 茂 ４）アユ漁場環境調査事業

山田 洋雄・家接 直人・

森山 充・根本 茂
５）外来魚生息調査事業

森山 充 ６）漁場保全対策推進事業（内水面）

根本 茂・山田 洋雄 ７）提案型共同研究（シジミ天然採苗）

 

区 分 発表者名 発 表 課 題 名 巻号ﾍﾟｰｼﾞ（年）

事業報告

１）海洋研究部

高垣 守・鮎川 航太 １） バフンウニ地蒔き式養殖導入試験

鮎川 航太・高垣 守・

兼田 敦・広瀬 直毅
２）海況情報提供事業

高垣 守・鮎川 航太 ３）現場実践型磯根資源増大対策技術の開発

河野 展久・手賀 太郎・

北山 和也

４）ズワイガニ資源増大対策事業

ア 曳航式水中ビデオカメラを用いた密度調査

河野 展久・手賀 太郎

北山 和也

４）広域底魚資源量調査事業

イ ３Ｄサイドスキャンソナーを用いた漁場形成要因等調査

河野 展久・手賀 太郎

北山 和也

４）広域底魚資源量調査事業

ウ 保護礁内におけるズワイガニの資源状況調査

渥美 正廣・手賀 太郎
５）地域漁業管理総合対策事業

（固定式刺網漁業）

手賀 太郎・渥美 正廣 ６）広域連携栽培漁業推進事業（ヒラメ放流効果調査）

川端 昭弘・松見 金幸・

栗駒 治正
７）定置網網成り調査事業

渡 智美・田中 直幸 ８）梅投与によるハダムシ等寄生虫抑制技術の実用化事業

杉田 顕浩・池田 茂則・

成田 秀彦
９）未利用魚実態調査事業

田中 直幸・池田 茂則・

杉田 顕浩・宮台 俊明
）トラフグ簡易性判別技術開発支援事業

杉田 顕浩・池田 茂則 ）ふくいの水産物見える化事業

池田 茂則・杉田 顕浩
）放流用ナマコ種苗の効果的大量生産手法の検討

（農林水産業者等提案型共同研究）

２）栽培漁業センター

該当なし

３）内水面総合センター

森山 充・山田 洋雄 １）元気なふくいアユ種苗生産技術開発事業

家接 直人・根本 茂 ２）アユ漁場環境調査事業

根本 茂・山田 洋雄 ３）シジミの天然採苗手法の検討 （ ）

研究報告

１）海洋研究部

渡 智美・田中 直幸 １）梅投与によるハダムシ等寄生虫抑制技術開発の実用化事業

杉田 顕浩・池田 茂則・

成田 秀彦
２）未利用魚実態調査事業

手賀 太郎・児玉 晃治・

木下 仁徳
３）福井県産海産魚類目録

宮田 克士
４）コホート解析による福井県沿岸域におけるヒラメの資源尾数

推定

２）栽培漁業センター

該当なし

３）内水面総合センター

家接 直人・根本 茂・山田

洋雄・森山 充・松崎 賢・

鈴木 聖子

５）アユ漁場調査事業（日野川で実施した漁場環境改善試験）

家接 直人・根本 茂・山田

洋雄・森山 充・松崎 賢・

鈴木 聖子

６）アユ漁場環境調査事業（九頭竜川河口における遡上稚魚調査）
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２）海の情報誌「浜へのたより」

項 目 発表者名 掲 載 課 題 名 巻号 年）

研究情報

田中 直幸 飼料に梅果汁を添加したトラフグ養殖試験

宮田 克士 ブリの漁獲状況について （

日比野 憲治 「越前うに」から教えられた宝物

北山 和也

鮎川 航太
平成 年度スルメイカ漁場一斉調査結果

畑中 宏之 ハタ類の養殖について （ ）

清水 弘明 アサリの天然採苗について （ ）

日比野 憲治 未利用海藻の彩りを食べる！ （ ）

漁況・

海況情報

宮田 克士

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度第 回日本海スルメイカ長期予報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度日本海マアジ長期漁況予報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度第 回日本海海況予報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

大型クラゲ情報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

大型クラゲ情報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の９月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度第 回日本海海況予報

「越前がに」の資源状況について

河野 展久 海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

宮田 克士

大型クラゲ情報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

ズワイガニの漁模様

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

ズワイガニの漁模様

年福井県漁海況情報年報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

「水産の研究成果を報告する会」を開催します！

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の２月の漁獲量、近府県の漁模様

その他 宮田 克士 「浜へのたより」についてご意見・ご要望をお聞かせください
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２）海の情報誌「浜へのたより」

項 目 発表者名 掲 載 課 題 名 巻号 年）

研究情報

田中 直幸 飼料に梅果汁を添加したトラフグ養殖試験

宮田 克士 ブリの漁獲状況について （

日比野 憲治 「越前うに」から教えられた宝物

北山 和也

鮎川 航太
平成 年度スルメイカ漁場一斉調査結果

畑中 宏之 ハタ類の養殖について （ ）

清水 弘明 アサリの天然採苗について （ ）

日比野 憲治 未利用海藻の彩りを食べる！ （ ）

漁況・

海況情報

宮田 克士

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度第 回日本海スルメイカ長期予報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度日本海マアジ長期漁況予報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度第 回日本海海況予報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

大型クラゲ情報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

大型クラゲ情報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の９月の漁獲量、近府県の漁模様

平成 年度第 回日本海海況予報

「越前がに」の資源状況について

河野 展久 海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

宮田 克士

大型クラゲ情報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

ズワイガニの漁模様

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

ズワイガニの漁模様

年福井県漁海況情報年報

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の 月の漁獲量、近府県の漁模様

「水産の研究成果を報告する会」を開催します！

海の状況（ ／ ～ ／ ）、漁の模様、県内主要漁業の２月の漁獲量、近府県の漁模様

その他 宮田 克士 「浜へのたより」についてご意見・ご要望をお聞かせください

 

３）講演

（１）学会・シンポジウム

ア 海洋研究部

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日

鮎川 航太・

兼田 淳史（福

井県立大学）

若狭湾におけるモニタリングシステムの構築
年度水産海洋学会日本海研

究集会急潮シンポジウム
新潟県佐渡市

月 日

鮎川 航太・

大慶 則之（石

川県水産総合

センター）他

漁船を利用した高密度な海況データの収集

年度水産工学関係研究開発

推進会議漁業生産技術部会・水産

業システム研究部会シンポジウ

ム

東京都港区

イ 栽培漁業センター

該当なし

ウ 内水面総合センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 根本 茂
福井県内水面総合センターにおける種苗生産

について

平成 年度アユ種苗生産技術連

絡会議

南青山会館

（東京）

月 日 鉾碕 有紀
福井県におけるサクラマスの増殖の取り組み

について

平成 年度全国湖沼河川養殖研

究会大会
高知県共済会館

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川の特産魚 九頭竜川プロジェクト 福井県立大学

月 ～

日
鉾碕 有紀

九頭竜川におけるアユのエドワジェラ・イク

タルリ菌および冷水病菌の保菌状況について

消費・安全対策交付金東海・北陸

内水面地域合同検討会
福井県水産会館

月 日 根本 茂 アユの由来判別方法について 内水面漁協長・職員会議 あみや旅館

月 日 山田 洋雄
福井県における外来魚対策の現状と課題につ

いて

内水面漁協長西日本ブロック会

議
三国観光ホテル

月 日 家接 直人 福井県におけるアユの遡上状況について
平成 年度アユ資源研究部会報

告会

東京都島しょ農

林水産総合セン

ター

（２）外部組織の依頼による講演

ア 海洋研究部

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 鮎川 航太 若狭湾における急潮発生メカニズムの解明 福井県定置網組合総会 福井市

月９日 松宮 由太佳 平成 年度ヒラメ放流調査結果
ヒラメ中間育成・放流に関す

る協議会
福井市

月 日 田中 直幸 平成 年度魚病の発生状況 福井県海水養魚協会総会
小浜市漁業センター

会議室

月 日 杉本 剛士 地域水産業の課題について
福井県立大学フィールド演

習

福井県立大学松岡キ

ャンパス

月 日 河野 展久 ズワイガニの資源状況について
福井県底曳網漁業協会合同

役員会
福井県水産会館

月 日 鮎川 航太 定置網漁業の紹介 小浜水産高校 小浜市

月 日 鮎川 航太 「海の天気予報」と「リアルタイム海況情報」 福井県漁業士会総会 あわら市

月 日 鮎川 航太 「海の天気予報」と「リアルタイム海況情報」
嶺南漁村青壮年協議会総代

会
小浜市
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イ 栽培漁業センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 日比野 憲治 ウニの食生活から学ぶ私たちの健康食 越廼漁業協同組合 越廼公民館

ウ 内水面総合センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 岩谷 芳自 福井県の水産試験研究機関と研究内容 福井県立大学学外学習 内水面総合センター

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川の淡水魚 勝山さわやか大学 勝山市文化会館

月 日 岩谷 芳自 淡水魚は海へ行く 名田庄多聞の会
おおい町教育文化会

館

月 日 根本 茂 アユの由来判別方法について 日野川漁業協同組合学習会 日野川漁業協同組合

（３）県水産関係試験研究機関主催の講演・報告会・研修会

ア 海洋研究部

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 高垣 守 バフンウニ調査結果と今後の予定
平成 年度雄島地区漁業関

係者との意見交換会
三国町安島自治会館

月 日

鮎川 航太
「リアルタイム海況情報」と「海の天気予報」

について
水産の研究成果を報告する

会
福井県水産会館河野 展久

ズワイガニとアカガレイの資源管理

～二兎を追うものは～

田中 直幸 安心で安全な福井の養殖魚のために

イ 栽培漁業センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 日比野 憲治 ウニの食生活から学ぶ私たちの健康食
平成 年度雄島地区漁業関

係者との意見交換会
三国町安島自治会館

月 日 日比野 憲治 海藻の彩りを食べる！
水産の研究成果を報告する

会（海面）
福井県水産会館

ウ 内水面総合センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 家接 直人 本県におけるアユの遡上状況について
水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター

月 日 根本 茂 アユのウロコから分かること
水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター

月 日 鉾碕 有紀
九頭竜川におけるアユのエドワジェラ・イク

ラルリ菌の保菌状況について

水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター

月 日 中嶋 登
福井県における外来魚対策の現状と課題に

ついて

水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター
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イ 栽培漁業センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 日比野 憲治 ウニの食生活から学ぶ私たちの健康食 越廼漁業協同組合 越廼公民館

ウ 内水面総合センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 岩谷 芳自 福井県の水産試験研究機関と研究内容 福井県立大学学外学習 内水面総合センター

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川の淡水魚 勝山さわやか大学 勝山市文化会館

月 日 岩谷 芳自 淡水魚は海へ行く 名田庄多聞の会
おおい町教育文化会

館

月 日 根本 茂 アユの由来判別方法について 日野川漁業協同組合学習会 日野川漁業協同組合

（３）県水産関係試験研究機関主催の講演・報告会・研修会

ア 海洋研究部

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 高垣 守 バフンウニ調査結果と今後の予定
平成 年度雄島地区漁業関

係者との意見交換会
三国町安島自治会館

月 日

鮎川 航太
「リアルタイム海況情報」と「海の天気予報」

について
水産の研究成果を報告する

会
福井県水産会館河野 展久

ズワイガニとアカガレイの資源管理

～二兎を追うものは～

田中 直幸 安心で安全な福井の養殖魚のために

イ 栽培漁業センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 日比野 憲治 ウニの食生活から学ぶ私たちの健康食
平成 年度雄島地区漁業関

係者との意見交換会
三国町安島自治会館

月 日 日比野 憲治 海藻の彩りを食べる！
水産の研究成果を報告する

会（海面）
福井県水産会館

ウ 内水面総合センター

発表日 発表者名 発 表 課 題 名 会 議 名 発 表 場 所

月 日 家接 直人 本県におけるアユの遡上状況について
水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター

月 日 根本 茂 アユのウロコから分かること
水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター

月 日 鉾碕 有紀
九頭竜川におけるアユのエドワジェラ・イク

ラルリ菌の保菌状況について

水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター

月 日 中嶋 登
福井県における外来魚対策の現状と課題に

ついて

水産の研究成果（内水面）を

報告する会
内水面総合センター

 

２ 試験場の刊行物

平成 年 月 日から平成 年 月 日までに刊行した報告書、資料等は下記のとおりである。

１）報告書

ア 海洋研究部

刊 行 物 名 刊行回数 編集責任者 内 容 配 布 先

平成 年度 福井県水産試験場報告 年１回 渥美 正廣

試験場の概要、海洋資源部および

浅海資源部が行った事業の報告、

研究報告

国内の水産関係大学、国公

立試験研究機関

月刊「海の情報 浜へのたより」 月１回 木下 仁徳
漁業や水産生物に関するトピッ

ク、その月の海況、漁獲量
県内の水産業者・団体

原子力発電所から排出される温排水
調査結果
第 号（平成 年度第 四半期）

四半期
１回

高垣 守
原子力発電所から排出される温排
水調査結果（浦底海域・美浜海域）

福井県原子力環境安全管理
協議会

原子力発電所から排出される温排水
調査結果
第 号（平成 年度第 四半期）

四半期
１回

高垣 守
原子力発電所から排出される温排
水調査結果（立石海域・内浦海域・
大飯海域）

福井県原子力環境安全管理
協議会

原子力発電所から排出される温排水
調査結果
第 号（平成 年度第 四半期）

四半期
１回

高垣 守
原子力発電所から排出される温排
水調査結果（美浜海域・浦底海域）

福井県原子力環境安全管理
協議会

原子力発電所から排出される温排水
調査結果
第 号（平成 年度第 四半期）

四半期
１回

高垣 守
原子力発電所から排出される温排
水調査結果（内浦海域・大飯海域・
立石海域）

福井県原子力環境安全管理
協議会

大型クラゲ情報 年 回 鮎川 航太
大型クラゲ分布状況調査結果、県

内の漂着状況、全国の漂着状況等

県内の漁業協同組合、市町、

関係団体

台風（急潮）に関する情報 年 回 鮎川 航太
台風の通過による急潮発生に関す

る注意喚起

県内の漁業協同組合、市町、

関係団体

トラフグのハダムシ発生情報 年 回 田中 直幸
県内養殖場におけるハダムシの発

生状況と注意喚起

県内の漁業協同組合、市町、

関係団体

イ 栽培漁業センター

該当なし

ウ 内水面総合センター

刊 行 物 名 刊行回数 編集責任者 内 容 配 布 先

水産の研究成果（内水面）を報告す

る会要旨
年 回 家接 直人

福井県におけるアユの遡上状況につ

いて

水産の研究成果（内水面）

を報告する会参加者

水産の研究成果（内水面）を報告す

る会要旨
年 回 根本 茂 アユのウロコから分かること

水産の研究成果（内水面）

を報告する会参加者

水産の研究成果（内水面）を報告す

る会要旨
年 回 鉾碕 有紀

九頭竜川におけるアユのエドワジェ

ラ・イクタルリ菌の保菌状況につい

て

水産の研究成果（内水面）

を報告する会参加者

水産の研究成果（内水面）を報告す

る会要旨
年 回 中嶋 登

福井県における外来魚対策の現状と

課題について

水産の研究成果（内水面）

を報告する会参加者

アユの由来判別方法について 年 回 根本 茂 アユ由来判別実習用テキスト 日野川漁協研究会

アユ稚魚遡上情報 年 回 家接 直人 アユ遡上調査結果について
九頭竜川中部・敦賀河川漁

業協同組合他

平成 年度消費・安全対策交付金に

おける東海・北陸内水面地域合同検

討会

年 回 鉾碕 有紀
内水面養殖業・魚病発生状況につい

て

関係機関（国および県の内

水面試験研究機関等）

漁場保全調査結果 年 回 中嶋 登 外来魚捕獲調査結果について
九頭竜川中部・鳥浜漁業協

同組合他

外来魚調査結果 年 回 中嶋 登 外来魚捕獲調査結果について
奥越、鳥浜漁業協同組合

他
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２）福井県水産試験場資料

整理番号 発行年月日 担当者 題 名

平成 年度

第 号
月 日 松宮 由太佳

平成 年度ヒラメ放流調査結果について（ヒラメ中間育成放流に関する協議

会）

第 号 月 日 鮎川 航太 若狭湾における急潮発生メカニズムの解明（福井県定置網組合総会）

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 河野 展久 ズワイガニ研究協議会

第 号 月 日 河野 展久 ズワイガニ資源状況について（福井県底曳網漁業協会）

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 宮田 克士 平成 年度ブリ予報技術連絡会議資料

第 号 月 日 田中 直幸 平成 年度魚病の発生状況（福井県海水養魚協会総会資料）

第 号 月 日 田中 直幸 若狭ふぐの研究（イベント用パネル）

第 号 月 日 田中 直幸 平成 ～ 年度の魚病診断結果について（西部日本海ブロック会議）

第 号 月 日 田中 直幸 平成 年度西部日本海ブロック魚類防疫対策協議会資料

第 号 月 日 高垣 守 第 回全国温排水研究会資料

第 号 月 日 高垣 守 平成 年度若狭湾協同調査連絡会議資料

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 高垣 守 バフンウニの調査結果と今後の予定

第 号 月 日 北山 和也 福井丸・但州丸の並行操業について（日本海ブロック資源評価担当者会議）

第 号 月 日 松宮 由太佳 平成 年度広域種資源造成検討会（ヒラメ）資料

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 鮎川 航太 漁船を利用した高密度な海況データの収集（水産工学シンポジウム）

第 号 月 日 鮎川 航太 「海の天気予報」と「リアルタイム海況情報」（漁業士大会、嶺南漁青大会）

第 号 月 日 鮎川 航太 定置網漁業の紹介（福井県立小浜水産高校）

第 号 月 日 鮎川 航太 若狭湾におけるモニタリングシステムの構築（水産海洋シンポジウム）
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２）福井県水産試験場資料

整理番号 発行年月日 担当者 題 名

平成 年度

第 号
月 日 松宮 由太佳

平成 年度ヒラメ放流調査結果について（ヒラメ中間育成放流に関する協議

会）

第 号 月 日 鮎川 航太 若狭湾における急潮発生メカニズムの解明（福井県定置網組合総会）

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 河野 展久 ズワイガニ研究協議会

第 号 月 日 河野 展久 ズワイガニ資源状況について（福井県底曳網漁業協会）

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 宮田 克士 平成 年度ブリ予報技術連絡会議資料

第 号 月 日 田中 直幸 平成 年度魚病の発生状況（福井県海水養魚協会総会資料）

第 号 月 日 田中 直幸 若狭ふぐの研究（イベント用パネル）

第 号 月 日 田中 直幸 平成 ～ 年度の魚病診断結果について（西部日本海ブロック会議）

第 号 月 日 田中 直幸 平成 年度西部日本海ブロック魚類防疫対策協議会資料

第 号 月 日 高垣 守 第 回全国温排水研究会資料

第 号 月 日 高垣 守 平成 年度若狭湾協同調査連絡会議資料

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 高垣 守 バフンウニの調査結果と今後の予定

第 号 月 日 北山 和也 福井丸・但州丸の並行操業について（日本海ブロック資源評価担当者会議）

第 号 月 日 松宮 由太佳 平成 年度広域種資源造成検討会（ヒラメ）資料

第 号 月 日 高垣 守 原子力発電所から排出される温排水調査結果（第 号）

第 号 月 日 鮎川 航太 漁船を利用した高密度な海況データの収集（水産工学シンポジウム）

第 号 月 日 鮎川 航太 「海の天気予報」と「リアルタイム海況情報」（漁業士大会、嶺南漁青大会）

第 号 月 日 鮎川 航太 定置網漁業の紹介（福井県立小浜水産高校）

第 号 月 日 鮎川 航太 若狭湾におけるモニタリングシステムの構築（水産海洋シンポジウム）

 

３ 技術支援

１）海洋研究部

区 分 支 援 日 担 当 者 支 援 内 容 場 所

技術指導等

月～ 月 田中 直幸

魚病巡回指導

・養殖場（敦賀市、若狭町、小浜市、高浜町） 計 回

・中間育成場（福井市・美浜町） 計 回

県内全域

月～ 月 田中 直幸

魚病診断

・放流用種苗（ヒラメ） 計 件

・養殖魚種（トラフグ､マダイ､マサバ等） 計 件

・検査天然魚（クロアワビ親貝、シロギス） 計 件

・種苗検査（マダイ、トラフグ等） 計 件

水産試験場

月 日 鮎川 航太 定置網研究の紹介 小浜水産高校

月 日

下中 邦俊 福井の水産物について

鯖江市鳥羽小学校

月 日 福井市大安寺中学校

月 日 おおい町佐分利小学校

月 日 おおい町大島小学校

依頼調査等

月 日

栗駒 治正他

若潮丸）

定置網成り調査 甲楽城定置網） 南越前町甲楽城地先

月 日 定置網成り調査 須の浦小型定置網） 小浜市田烏地先

月 日 定置網成り調査 日向定置網） 美浜町日向地先

月 日

松宮由太佳

・若潮丸

魚礁サイドスキャンソナー調査 小浜市沖合

月 日 魚礁サイドスキャンソナー調査 福井市越廼沖合

月 日 魚礁サイドスキャンソナー調査 小浜市沖合

月 日 魚礁水中テレビ調査 福井市越廼沖合

月 日 魚礁水中テレビ調査 小浜市沖合

２）栽培漁業センター

区 分 支 援 日 担 当 者 支 援 内 容 場 所

技術指導等

月 日 上奥 秀樹 トラフグ種苗の抜歯技術研修 福井県栽培漁業センター

月 日 日比野 憲治 ウニの身質（重量・色・味）の判断技術 福井市赤坂町（現場）

月 日 上奥 秀樹 第 回若狭町まつり 縄文ロマンパーク

月 日 日比野 憲治 きのこフェア 総合グリーンセンター

月 日 上奥 秀樹 トラフグ展示方法について 小浜市阿納

月 日 上奥 秀樹 Ｈ みはまナビフェス 美浜町役場

３）内水面総合センター

区 分 支 援 日 担 当 者 支 援 内 容 指導先、依頼主、場所

技術指導等

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川のアユに関する知見 九頭竜川中部漁協理事

月 日 岩谷 芳自 サクラマス親魚確保方法
サクラマスレストレー

ション

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
アユ飼育水の調整 日野川漁業協同組合

月 日 岩谷 芳自 食用サクラマス 尾取り上げ提供
九頭竜川中部漁業協同

組合
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区 分 支 援 日 担 当 者 支 援 内 容 指導先、依頼主、場所

技術指導等

月 日 岩谷 芳自 ニジマス購入相談 加知養鯉場

月 日 岩谷 芳自 田んぼでフナを育てる技術指導 坂井市三国公民館

月 日 岩谷 芳自 内水面養殖業の実態とニジマス養殖の可能性協議
ニジマス海面養殖協議

会（ 名）

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
敦賀市刀根地区の淡水魚養殖相談 敦賀市議会議員

月 日 根本 茂 アユ標識作業
九頭竜川中部漁業協同

組合

月 日 根本 茂 アユ由来判別 日野川漁業協同組合

月 日

岩谷 芳自・

鉾碕 有紀・

中嶋 登

九頭竜ダムのコクチバス駆除

外来魚駆除協議（奥越

漁協、九頭竜ダム管理

事務所、水産課）

月 日 岩谷 芳自 サクラマス増殖方法について
サクラマスレストレ

ーション

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川中部漁業協同組合の勉強会が発足に伴う支援要請
九頭竜のアユを愛する

会

月 日 根本 茂 アユ由来判別
九頭竜川中部漁業協同

組合

月 日 岩谷 芳自 水産関係情報収集 サカイオーベックス

月 日 根本 茂 稚ウナギのイラストマー標識放流 鳥浜漁業協同組合

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
アユ中間育成施設整備に係る助言

九頭竜川中部漁業協同

組合

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
サクラマスサンプル提供

九頭竜川中部漁業協同

組合、サクラマスレス

トレーション

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
永平寺町サクラマスブランド化、イベント サクラマス振興検討会

月 日 岩谷 芳自 加工用サクラマス取り上げ提供

九頭竜川中部漁業協同

組合、サクラマスレス

トレーション

月 日 岩谷 芳自 ウナギ調査説明会
鳥浜、海山、南西郷漁

業協同組合

月 日 岩谷 芳自 イベント関連資料提供（パネル） 総合グリーンセンター

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川の淡水魚
さわやか大学（勝山教

育会館）

月 日 岩谷 芳自 ヤマメ親魚の飼育について
九頭竜川中部漁業協同

組合、部子川生産組合

月 日 中嶋 登 調査用天然ウナギ保管
中央大学 海部、水産

研究総合センター

月 日 岩谷 芳自 飼育水槽の殺菌消毒方法
ヤシャゲンゴロウを育

てる会会長 奥野 宏

月 日 岩谷 芳自 試作された調理加工食品の食味審査
サクラマス試作食品審

査員

月 日 岩谷 芳自 オゾン発生装置の水産分野市場 ホクコン

月 日 岩谷 芳自 名田庄多聞の会講演 名田庄多聞の会

月 日 岩谷 芳自
秋のイベント資材提供（ガラス水槽 個、ブロアー、人工

海水容器）
総合グリーンセンター

月 日 岩谷 芳自 ニジマス養殖施設、卵管理施設現場相談
ニジマス養殖現場指導

（宝慶寺）

月 日 岩谷 芳自 、 整備計画内容検討 農業環境配慮検討会

月 日 岩谷 芳自 来年度ヤマメ親魚飼育 ヤマメ用親飼育開始
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区 分 支 援 日 担 当 者 支 援 内 容 指導先、依頼主、場所

技術指導等

月 日 岩谷 芳自 ニジマス購入相談 加知養鯉場

月 日 岩谷 芳自 田んぼでフナを育てる技術指導 坂井市三国公民館

月 日 岩谷 芳自 内水面養殖業の実態とニジマス養殖の可能性協議
ニジマス海面養殖協議

会（ 名）

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
敦賀市刀根地区の淡水魚養殖相談 敦賀市議会議員

月 日 根本 茂 アユ標識作業
九頭竜川中部漁業協同

組合

月 日 根本 茂 アユ由来判別 日野川漁業協同組合

月 日

岩谷 芳自・

鉾碕 有紀・

中嶋 登

九頭竜ダムのコクチバス駆除

外来魚駆除協議（奥越

漁協、九頭竜ダム管理

事務所、水産課）

月 日 岩谷 芳自 サクラマス増殖方法について
サクラマスレストレ

ーション

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川中部漁業協同組合の勉強会が発足に伴う支援要請
九頭竜のアユを愛する

会

月 日 根本 茂 アユ由来判別
九頭竜川中部漁業協同

組合

月 日 岩谷 芳自 水産関係情報収集 サカイオーベックス

月 日 根本 茂 稚ウナギのイラストマー標識放流 鳥浜漁業協同組合

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
アユ中間育成施設整備に係る助言

九頭竜川中部漁業協同

組合

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
サクラマスサンプル提供

九頭竜川中部漁業協同

組合、サクラマスレス

トレーション

月 日
岩谷 芳自・

根本 茂
永平寺町サクラマスブランド化、イベント サクラマス振興検討会

月 日 岩谷 芳自 加工用サクラマス取り上げ提供

九頭竜川中部漁業協同

組合、サクラマスレス

トレーション

月 日 岩谷 芳自 ウナギ調査説明会
鳥浜、海山、南西郷漁

業協同組合

月 日 岩谷 芳自 イベント関連資料提供（パネル） 総合グリーンセンター

月 日 岩谷 芳自 九頭竜川の淡水魚
さわやか大学（勝山教

育会館）

月 日 岩谷 芳自 ヤマメ親魚の飼育について
九頭竜川中部漁業協同

組合、部子川生産組合

月 日 中嶋 登 調査用天然ウナギ保管
中央大学 海部、水産

研究総合センター

月 日 岩谷 芳自 飼育水槽の殺菌消毒方法
ヤシャゲンゴロウを育

てる会会長 奥野 宏

月 日 岩谷 芳自 試作された調理加工食品の食味審査
サクラマス試作食品審

査員

月 日 岩谷 芳自 オゾン発生装置の水産分野市場 ホクコン

月 日 岩谷 芳自 名田庄多聞の会講演 名田庄多聞の会

月 日 岩谷 芳自
秋のイベント資材提供（ガラス水槽 個、ブロアー、人工

海水容器）
総合グリーンセンター

月 日 岩谷 芳自 ニジマス養殖施設、卵管理施設現場相談
ニジマス養殖現場指導

（宝慶寺）

月 日 岩谷 芳自 、 整備計画内容検討 農業環境配慮検討会

月 日 岩谷 芳自 来年度ヤマメ親魚飼育 ヤマメ用親飼育開始

 

区 分 支 援 日 担 当 者 支 援 内 容 指導先、依頼主、場所

技術指導等

月 日 岩谷 芳自 アユ中間育成施設整備に係る視察、助言 サンワコン

月 日 岩谷 芳自 休耕田でのドジョウ養殖について

島田県議、藤田主任、

山本陶部、グリーンフ

ァーム組合長等 名

月 日 岩谷 芳自 写真からシロサケ、サクラマスの区分依頼 福井新聞 杉本

月 日 岩谷 芳自 アユ種苗の取り上げ方法 九頭竜川中部漁協

月 日 岩谷 芳自 サクラマス人工産卵床相談

サクラマスレストレー

ション、サカイオーベ

ックス

月 日 岩谷 芳自 魚道調査結果に関する意見照会
松ヶ鼻頭首工魚道検討

会

月 日 岩谷 芳自 魚病検査備品視察、研修受講照会、自動給餌機 福井中央魚市

月 日 岩谷 芳自 インドネシア研修生視察

月

日

鉾碕 有紀・

根本 茂
アユ中間育成現場指導 日野川漁業協同組合

月 日 岩谷 芳自 アユ中間育成投薬指導 日野川漁業協同組合

月 日 岩谷 芳自 アユ中間育成現場指導（放流指導） 日野川漁業協同組合

月 日
鉾碕 有紀・

岩谷 芳自
アユに関する質疑応答 大野市漁業協同組合

月 日 根本 茂 アユ分槽指導 日野川漁業協同組合

依頼調査 月 日

岩谷 芳自・

家接 直人・

中嶋 登

アユ生息状況潜水調査 日野川漁業協同組合
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４ 広報・ＰＲ・交流

１）マスコミ等

ア 海洋研究部

区 分 掲載・放映日 提 供 者 題 目 提 供 先

新聞 月 日
宮田 克士・

木下 仁徳
サヨリ不漁 毎日新聞

新聞 月 日 渥美 正廣 ギョ！カレイが左向き 福井新聞

新聞 月 日
杉本 剛士・

北山 和也
スルメイカ漁期短く 福井新聞

新聞 月 日 田中 直幸 福井梅 フグ寄生虫抑制 中日新聞

テレビ 月 日
下中 邦俊・

高垣 守
福井の地魚を美味しく味わうための水産試験場の取組 ＦＢＣテレビ

新聞 月 日 宮田 克士 ホタルイカ 年連続好漁 みなと新聞

テレビ 月 日 渥美 正廣 さかなの下敷きづくり 福井放送

ラジオ 月 日 高垣 守 福井の藻場 ＦＢＣラジオ

ラジオ 月 日 北山 和也 天神講の主役・アカガレイ ＦＢＣラジオ

新聞 月 日 河野 展久
水産資源保護策は スリランカなど カ国職員越前がに

事例に学ぶ
福井新聞

新聞 月 日 鮎川 航太 大型定置網研究の紹介 福井新聞、中日新聞

新聞 月 日 木下 仁徳 ダイオウイカとご対面 読売新聞

テレビ 月 日 河野 展久 若狭湾の恵み越前がれい テレビ朝日

新聞 月 日 清水 弘明 小浜湾アサリ増殖へ 福井新聞

新聞 月 日 畑中 宏之 高級魚ハタ類 県内養殖本腰 福井新聞

新聞 月 日 高垣 守 稚ウニ 万個放流 地元海女ら成育環境調査で 福井新聞

ラジオ 月 日 池田 茂則 ナマコ漁業を安定させるための研究について ＦＢＣラジオ

新聞 月 日 渥美 正廣 福井で県水試研究報告 海の状況予測システム紹介 福井新聞

イ 栽培漁業センター

区 分 掲載・放映日 提 供 者 題 目 提 供 先

テレビ 月 日 上奥 秀樹 若狭トラフグの稚魚を出荷します 福井放送ほか

ラジオ 月 日 日比野 憲治 越前うにの種苗生産から見えてきたもの 福井放送ラジオ

テレビ 月 日 上奥 秀樹 おはようふくいセブン 福井放送

テレビ 月 日 上奥 秀樹 冬だけじゃない！年中美味しい若狭ふぐ 福井放送

テレビ 月 日 安田 政一 ふれあい若狭「ぐるり！小浜湾」 福井放送

新聞 月 日 大江 秀彦 小浜センターへアユの卵移送 福井新聞

テレビ 月 日 川代 雅和 放流用稚ナマコの出荷 ケーブルテレビ若狭小浜

新聞 月 日 日比野 憲治 稚ウニ 万個放流 福井新聞
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４ 広報・ＰＲ・交流

１）マスコミ等

ア 海洋研究部

区 分 掲載・放映日 提 供 者 題 目 提 供 先

新聞 月 日
宮田 克士・

木下 仁徳
サヨリ不漁 毎日新聞

新聞 月 日 渥美 正廣 ギョ！カレイが左向き 福井新聞

新聞 月 日
杉本 剛士・

北山 和也
スルメイカ漁期短く 福井新聞

新聞 月 日 田中 直幸 福井梅 フグ寄生虫抑制 中日新聞

テレビ 月 日
下中 邦俊・

高垣 守
福井の地魚を美味しく味わうための水産試験場の取組 ＦＢＣテレビ

新聞 月 日 宮田 克士 ホタルイカ 年連続好漁 みなと新聞

テレビ 月 日 渥美 正廣 さかなの下敷きづくり 福井放送

ラジオ 月 日 高垣 守 福井の藻場 ＦＢＣラジオ

ラジオ 月 日 北山 和也 天神講の主役・アカガレイ ＦＢＣラジオ

新聞 月 日 河野 展久
水産資源保護策は スリランカなど カ国職員越前がに

事例に学ぶ
福井新聞

新聞 月 日 鮎川 航太 大型定置網研究の紹介 福井新聞、中日新聞

新聞 月 日 木下 仁徳 ダイオウイカとご対面 読売新聞

テレビ 月 日 河野 展久 若狭湾の恵み越前がれい テレビ朝日

新聞 月 日 清水 弘明 小浜湾アサリ増殖へ 福井新聞

新聞 月 日 畑中 宏之 高級魚ハタ類 県内養殖本腰 福井新聞

新聞 月 日 高垣 守 稚ウニ 万個放流 地元海女ら成育環境調査で 福井新聞

ラジオ 月 日 池田 茂則 ナマコ漁業を安定させるための研究について ＦＢＣラジオ

新聞 月 日 渥美 正廣 福井で県水試研究報告 海の状況予測システム紹介 福井新聞

イ 栽培漁業センター

区 分 掲載・放映日 提 供 者 題 目 提 供 先

テレビ 月 日 上奥 秀樹 若狭トラフグの稚魚を出荷します 福井放送ほか

ラジオ 月 日 日比野 憲治 越前うにの種苗生産から見えてきたもの 福井放送ラジオ

テレビ 月 日 上奥 秀樹 おはようふくいセブン 福井放送

テレビ 月 日 上奥 秀樹 冬だけじゃない！年中美味しい若狭ふぐ 福井放送

テレビ 月 日 安田 政一 ふれあい若狭「ぐるり！小浜湾」 福井放送

新聞 月 日 大江 秀彦 小浜センターへアユの卵移送 福井新聞

テレビ 月 日 川代 雅和 放流用稚ナマコの出荷 ケーブルテレビ若狭小浜

新聞 月 日 日比野 憲治 稚ウニ 万個放流 福井新聞

 

ウ 内水面総合センター

区 分 掲載・放映日 提 供 者 題 目 提 供 先

新聞 月 日 岩谷 芳自 サクラマス写真提供 毎日新聞（野田氏）

新聞 月 日
鉾碕 有紀・

家接 直人
ブルーギル写真提供 県民福井（ ）

新聞 月 日 岩谷 芳自 九頭竜川のアラレガコ紹介（お天気博士プラス） 読売新聞

テレビ 月 日 岩谷 芳自 稚アユ初出荷
福井放送、福井テレビ、

ＮＨＫ

新聞 月 日 岩谷 芳自 稚アユ初出荷 福井新聞、県民福井

新聞 月 日 岩谷 芳自 アユの数を守るために（こどもタイムズ ） 福井新聞

テレビ

新聞
月 日 岩谷 芳自 九頭竜ダム外来魚一斉駆除

ＮＨＫ、福井放送、福井

新聞、県民福井

テレビ・

ラジオ
月 日 岩谷 芳自 九頭竜ダム外来魚一斉駆除 ＮＨＫ、ＮＨＫラジオ

新聞 月 日 岩谷 芳自 九頭竜ダム外来魚一斉駆除 中日新聞

ラジオ ７月 日 根本 茂 アユ種苗生産事業と新しいアユ生産方法 福井放送ラジオ

雑誌 月号 岩谷 芳自 試験研究機関だけど憩いの場が充実 けーぶるちゃん

テレビ 月 日 岩谷 芳自 夏休みイベント 福井放送

新聞 月 日 岩谷 芳自 夏休みイベント 県民福井、中日新聞

テレビ 月 日 岩谷 芳自 自然保護セミナ―（施設供与） 福井放送

新聞 月 日 岩谷 芳自 自然保護セミナー（施設供与） 県民福井、中日新聞

新聞 月 日 岩谷 芳自 サクラマス試食会 県民福井、中日新聞

テレビ 月 日 岩谷 芳自 アユ発眼卵移送 福井放送

新聞 月 日 岩谷 芳自 アユ発眼卵移送 福井新聞

テレビ 月 日 石原 孝 ローカル線に乗ろう ＢＳジャパン放送

新聞 月 日 岩谷 芳自 九頭竜川プロジェクトパネルヂスカッション内容 福井新聞、毎日新聞

機関誌 月号 岩谷 芳自 わが水産試験場 ぜんない

新聞 月 日 岩谷 芳自 クリスマスイベント 県民福井、中日新聞

名田庄

公民館
月 日～ 岩谷 芳自 名田庄多聞の会講演内容資料 図書館供覧

新聞 月 日 岩谷 芳自 サクラマス増殖 日経新聞

新聞 月 日 岩谷 芳自 稚アユ移送
県民福井、中日新聞、

福井新聞

２）外部団体・市民への協力活動

ア 海洋研究部

協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

マレーシア国際文化研究

会
月 日

渥美 正廣・

下中 邦俊
福井県における養殖技術について 名 水産試験場

聖心女子大 年生 月 日 杉本 剛士 大型クラゲの被害について 名 水産試験場

敦賀市西浦小学校 月 日
若潮丸・松

宮・宮田

乗船体験（海洋観測、プランクトン採

集）
名 敦賀湾

敦賀市粟野南小学校

（ 年生）
月 日

木下 仁徳

渥美 正廣

ようこそ水産試験場へ

水産資源の管理や養殖技術
名 水産試験場
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協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

敦賀市中央小学校

（ 年生）
月 日

木下 仁徳・

渥美 正廣

ようこそ水産試験場へ

敦賀の水産業について
名 水産試験場

敦賀市中郷小学校

（ 年生）
月 日

木下 仁徳・

渥美 正廣

ようこそ水産試験場へ

敦賀の水産業について
名 水産試験場

福井県立敦賀高校 月 日 杉本 剛士 福井県の水産業について 名 水産試験場

愛知県知地区漁協青年部

連絡協議会
月 日

高垣 守・

河野 展久

底曳網漁業の資源管理と磯根資源回復

への取組み
名 水産試験場

敦賀原子力館 月 日
木下 仁徳・

下中 邦俊
福井県の水産業と養殖研究 名 水産試験場

名

イ 栽培漁業センター

協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

日本海区水産研究所 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市会議員 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市民 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

ＮＨＫ福井支局 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

多治見市平和中学校 月 日
上奥 秀樹・

安田 政一
施設見学 名 栽培漁業センター

福井県農業試験場 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

大島漁業協同組合員 月 日 川代 雅和 ナマコ種苗生産 名 栽培漁業センター

坊勢漁業協同組合員 月 日 川代 雅和 ナマコ種苗生産 名 栽培漁業センター

小浜市民 月 日 上奥 秀樹 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市小浜中学校 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市小浜第二中学校 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

遠敷親老会 月 日
安田 政一・

上奥 秀樹
施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市堅海子供会 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

福井工業高等専門学校 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

福井県希望学 月 日
日比野憲治・

上奥 秀樹
施設見学 名 栽培漁業センター

㈱パナソニック社員 月 日 上奥 秀樹 トラフグ種苗生産 名 栽培漁業センター

環境総合テクノ 月 日
川代 雅和・

安田 政一
ナマコ種苗生産 名 栽培漁業センター

小浜市内外海小学校 月 日
安田 政一・

上奥 秀樹
施設見学 名 栽培漁業センター

㈱サカイオーベックス 月 日 日比野憲治 施設見学 名 栽培漁業センター

有 ハルテック 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

㈱ユーエスシー 月 日 川代 雅和 種苗生産の餌飼料 名 栽培漁業センター

㈱日本配合飼料 月 日 川代 雅和 種苗生産の餌飼料 名 栽培漁業センター

若狭三方漁業協同組合員 月 日 上奥 秀樹 トラフグ種苗生産 名 栽培漁業センター

名
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協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

敦賀市中央小学校

（ 年生）
月 日

木下 仁徳・

渥美 正廣

ようこそ水産試験場へ

敦賀の水産業について
名 水産試験場

敦賀市中郷小学校

（ 年生）
月 日

木下 仁徳・

渥美 正廣

ようこそ水産試験場へ

敦賀の水産業について
名 水産試験場

福井県立敦賀高校 月 日 杉本 剛士 福井県の水産業について 名 水産試験場

愛知県知地区漁協青年部

連絡協議会
月 日

高垣 守・

河野 展久

底曳網漁業の資源管理と磯根資源回復

への取組み
名 水産試験場

敦賀原子力館 月 日
木下 仁徳・

下中 邦俊
福井県の水産業と養殖研究 名 水産試験場

名

イ 栽培漁業センター

協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

日本海区水産研究所 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市会議員 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市民 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

ＮＨＫ福井支局 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

多治見市平和中学校 月 日
上奥 秀樹・

安田 政一
施設見学 名 栽培漁業センター

福井県農業試験場 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

大島漁業協同組合員 月 日 川代 雅和 ナマコ種苗生産 名 栽培漁業センター

坊勢漁業協同組合員 月 日 川代 雅和 ナマコ種苗生産 名 栽培漁業センター

小浜市民 月 日 上奥 秀樹 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市小浜中学校 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市小浜第二中学校 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

遠敷親老会 月 日
安田 政一・

上奥 秀樹
施設見学 名 栽培漁業センター

小浜市堅海子供会 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

福井工業高等専門学校 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

福井県希望学 月 日
日比野憲治・

上奥 秀樹
施設見学 名 栽培漁業センター

㈱パナソニック社員 月 日 上奥 秀樹 トラフグ種苗生産 名 栽培漁業センター

環境総合テクノ 月 日
川代 雅和・

安田 政一
ナマコ種苗生産 名 栽培漁業センター

小浜市内外海小学校 月 日
安田 政一・

上奥 秀樹
施設見学 名 栽培漁業センター

㈱サカイオーベックス 月 日 日比野憲治 施設見学 名 栽培漁業センター

有 ハルテック 月 日 安田 政一 施設見学 名 栽培漁業センター

㈱ユーエスシー 月 日 川代 雅和 種苗生産の餌飼料 名 栽培漁業センター

㈱日本配合飼料 月 日 川代 雅和 種苗生産の餌飼料 名 栽培漁業センター

若狭三方漁業協同組合員 月 日 上奥 秀樹 トラフグ種苗生産 名 栽培漁業センター

名

 

ウ 内水面総合センター

協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

武生西小学校

（越前市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明や川、魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

川北小学校

（小松市）
月 日 石原 孝

校外学習 、 年生 施設説明や川、魚

の話
名 内水面総合センター

足羽小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明や川、魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

神山小学校

（鯖江市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明と川、魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

波佐谷小学校

（小松市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明や川、魚

の話
名 内水面総合センター

北日野小学校

（鯖江市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明や川、魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

中藤小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明や川、魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

湊小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

今福幼保園（坂井市） 月 日 石原 孝
遠足 歳児 施設説明、川や魚の話

浮沈子
名 内水面総合センター

福井県立大学

（永平寺町）
月 日 岩谷 芳自

研修 年生 施設、調査研究の概要

等説明
名 内水面総合センター

春江中保育園

（坂井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の話、

浮沈子
名 内水面総合センター

公共施設めぐり（福井市

内 小学校）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

啓蒙小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚

の話
名 内水面総合センター

惜蔭小学校

（鯖江市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚

の話 浮沈子
名 内水面総合センター

安居小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

宝永小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

磯部西幼保園（坂井市） 月 日 石原 孝
遠足 ～ 歳児 施設説明、川や魚の

話
名 内水面総合センター

三国光保育園

（坂井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設、川や魚の話、ブン

ブンゴマ
名 内水面総合センター

上志比中学校

（永平寺町）

月 日～

月 日
石原 孝

職場体験学習 年生 水槽・人工河

川・ふれあい広場等清掃、見学補助
名 内水面総合センター

松岡中学校

（永平寺町）

月 日～

月 日
石原 孝

職場体験学習 年生 水槽・人工河

川・ふれあい広場等清掃、見学補助
名 内水面総合センター

若草保育園

（福井市）
月 日 石原 孝 遠足 歳児 施設説明、川や魚の話 名 内水面総合センター

棗小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

社北小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

社西小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

ときわ幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の話、

浮沈子
名 内水面総合センター
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協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

聖三一幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の話、

浮沈子
名 内水面総合センター

つぼみ幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の話、

浮沈子
名 内水面総合センター

とまと児童館

（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 年生 施設説明や川、魚

の話 見学 浮沈子
名 内水面総合センター

社中央保育園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話 （ダンディ合唱団鑑賞）
名 内水面総合センター

すぎのこ児童館

（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 ～ 年生 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

聖三一幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

下水道公社 水の探検隊

（福井市）
月 日 石原 孝 親子参加者 施設見学、川や魚の話 名 内水面総合センター

鹿谷保育園

（勝山市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

ドラゴンボート大会

（福井市高屋橋）
月 日 石原 孝

現地講話 九頭竜川に生息する重要な

魚の概要等説明
名 九頭竜川高屋橋右岸

東藤島幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

新横江保育園学童

（鯖江市）
月 日 石原 孝

園外学習 ～ 年生 施設説明、川や

魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター

内水面総合センターイ

ベント（福井市）
月 日

山下 好美・

石原 孝
浮沈子制作、下敷き制作 名 内水面総合センター

志比児童クラブ

（永平寺町）
月 日 石原 孝

クラブ外学習 ～ 年生 施設説明、

川や魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター

羽生幼稚園他 園

（福井市美山）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

まんてん学童

（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 ～ 年生 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

鷹巣幼稚園他 園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

自然保護セミナー

（福井市）
月 日 岩谷 芳自 体験学習 施設や川、魚の話 名 内水面総合センター

報徳幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

円山公民館まろやかセ

ミナー（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 高齢者 施設見学、川や魚

の話
名 内水面総合センター

仁愛幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

松岡小学校

（永平寺町）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

松岡東幼児園

（永平寺町）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

東郷小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

報徳幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話
名 内水面総合センター

松岡子育て支援センタ

ー（永平寺町）
月 日 石原 孝 施設見学 施設説明、川や魚の話 名 内水面総合センター

啓蒙公民館ファミリー

ウォーク（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 年生父兄同伴 施設説

明、川や魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター
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協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

聖三一幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の話、

浮沈子
名 内水面総合センター

つぼみ幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の話、

浮沈子
名 内水面総合センター

とまと児童館

（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 年生 施設説明や川、魚

の話 見学 浮沈子
名 内水面総合センター

社中央保育園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話 （ダンディ合唱団鑑賞）
名 内水面総合センター

すぎのこ児童館

（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 ～ 年生 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

聖三一幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

下水道公社 水の探検隊

（福井市）
月 日 石原 孝 親子参加者 施設見学、川や魚の話 名 内水面総合センター

鹿谷保育園

（勝山市）
月 日 石原 孝

遠足 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

ドラゴンボート大会

（福井市高屋橋）
月 日 石原 孝

現地講話 九頭竜川に生息する重要な

魚の概要等説明
名 九頭竜川高屋橋右岸

東藤島幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

新横江保育園学童

（鯖江市）
月 日 石原 孝

園外学習 ～ 年生 施設説明、川や

魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター

内水面総合センターイ

ベント（福井市）
月 日

山下 好美・

石原 孝
浮沈子制作、下敷き制作 名 内水面総合センター

志比児童クラブ

（永平寺町）
月 日 石原 孝

クラブ外学習 ～ 年生 施設説明、

川や魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター

羽生幼稚園他 園

（福井市美山）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

まんてん学童

（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 ～ 年生 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

鷹巣幼稚園他 園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

自然保護セミナー

（福井市）
月 日 岩谷 芳自 体験学習 施設や川、魚の話 名 内水面総合センター

報徳幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

円山公民館まろやかセ

ミナー（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 高齢者 施設見学、川や魚

の話
名 内水面総合センター

仁愛幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

松岡小学校

（永平寺町）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

松岡東幼児園

（永平寺町）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

東郷小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

報徳幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話
名 内水面総合センター

松岡子育て支援センタ

ー（永平寺町）
月 日 石原 孝 施設見学 施設説明、川や魚の話 名 内水面総合センター

啓蒙公民館ファミリー

ウォーク（福井市）
月 日 石原 孝

館外学習 年生父兄同伴 施設説

明、川や魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター

 

協 力 先 協力日 対応者 内 容 人数 協力場所

吉野小学校（永平寺町） 月 日 石原 孝
校外学習 ～ 年生 施設説明、川や

魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター

有終西小学校

（大野市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川と魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

勝山中部幼稚園

（勝山市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

松岡西幼稚園

（永平寺町）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚

の話
名 内水面総合センター

安島幼保園（坂井市） 月 日 石原 孝
園外学習 歳児 施設説明、川や魚

の話 浮沈子
名 内水面総合センター

六条保育園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 ～ 歳児 施設説明、川や

魚の話 浮沈子
名 内水面総合センター

めいりん保育園

（福井市）
月 日 岩谷 芳自

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

文殊小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

上文殊小学校

（鯖江市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚の

話、浮沈子
名 内水面総合センター

坂井中学校

（坂井市）
月 日 石原 孝

職場体験学習 年生 施設説明、川や

魚の話、浮沈子
名 内水面総合センター

佼成幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習 歳児 施設説明、川や魚の

話 浮沈子
名 内水面総合センター

旭小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や

魚の話
名 内水面総合センター

福井大学付属支援学校

（福井市）
月 日 石原 孝 校外学習 施設説明、川や魚の話 名 内水面総合センター

有終南小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

鯖江北中山幼稚園

（鯖江市）
月 日 石原 孝

園外学習、 ～ 歳児、施設説明、川や

魚の話、浮沈子
名 内水面総合センター

松岡西幼児園

（永平寺町）
月 日 石原 孝

園外学習、 歳児、施設説明、川や魚

の話
名 内水面総合センター

森田小学校

（福井市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

岡本小学校

（越前市）
月 日 石原 孝

校外学習 年生 施設説明、川や魚

の話、浮沈子
名 内水面総合センター

福井インターナショナ

ルスクール（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習、 ～ 歳児、施設説明、川や

魚の話
名 内水面総合センター

松岡西幼児園

（永平寺町）
月 日 石原 孝

園外学習、 ～ 歳児、施設説明、川や

魚の話
名 内水面総合センター

報徳幼稚園

（福井市）
月 日 石原 孝

園外学習、 歳児、施設説明、川や魚

の話
名 内水面総合センター

名

３）イベント

ア 海洋研究部

イベント名 開催日 対応者 内 容 参加人数 開催場所

ＧＷ水産試験場の業務

紹介

月 日～

月 日
海洋研究部 業務内容のパネル紹介 名

内水面総合セ

ンター

海藻で美しいアートづ

くり
月 日

鮎川 航太

松宮 由太佳

海と海藻の講義及び乾燥させた海藻を用い

た「海藻おしば」を作成
名

敦賀市沓児童

クラブ
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イベント名 開催日 対応者 内 容 参加人数 開催場所

サイエンスアクア
月 ～

日
海洋研究部

ふれあい水槽、ヒラメ、トラフグ、バフンウ

ニの人工生産種苗を飼育展示。トラフグ等の

研究内容をパネルで紹介

名
福井県原子力

センター

さかなの絵を使って下

敷きを作ろう
月 日 海洋研究部

「さかな」の絵を切り取って台紙に張り、自

分だけの下敷きを作ろう
名

内水面総合セ

ンター

きのこフェアー 月 日 海洋研究部
トラフグ、アユ稚魚展示、研究内容紹介、若

狭ふぐ汁の試食

総合グリーン

センター

れいなんマルシェ
月 日、

日
海洋研究部 トラフグ研究内容の紹介、若狭ふぐ汁の試食

舞鶴若狭自動

車道三方ＰＡ

イ 栽培漁業センター

該当なし

ウ 内水面総合センター

イベント名 開催日 対応者 内 容 参加人数 開催場所

ゴールデンウィーク

絵本、下敷プレゼント

月 日～

月 日

岩谷 芳自・

山下 好美
期間中先着 名の子供たちにプレゼント 名

内水面総合

センター

七夕かざり
月 日～

月 日
石原 孝 笹竹 本準備、短冊の作成ほか

内水面総合

センター

夏休み親子工作教室 月 日
山下 好美・

石原 孝

うごくキンギョづくり、魚の下敷きづくり
名

内水面総合

センター

クリスマスキャンペー

ン

月 ～

日
石原 孝

展示施設の内水面漁具等を使用したクリスマ

ス飾りつけ

内水面総合

センター

お正月キャンペーン 月 ～ 日 石原 孝
展示施設の内水面漁具等を使用した正月飾り

つけ

内水面総合

センター

４）委員等の委嘱

ア 海洋研究部

委 嘱 元 委 嘱 期 間 受 託 者 委 嘱 内 容

敦賀港事故防止連絡協議会 平成 年度 杉本 剛士 協議会役員

敦賀港事故防止連絡協議会 平成 年度 渥美 正廣
台風、津波等対策委員会専門部会、排出油等防除

委員会

若狭地域産学官水産連絡会議 平成 年度 杉本 剛士 会員

若狭地域産学官水産連絡会議 平成 年度 下中 邦俊 幹事

一般財団法人福井県漁業振興事業団 平成 年度 杉本 剛士 評議員

福井県資源管理協議会 平成 年度 杉本 剛士 会員

福井県科学学術大賞選考委員会 平成 年度 杉本 剛士 調査員

福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 平成 年度 杉本 剛士 会員

イ 栽培漁業センター

委 嘱 元 委 嘱 期 間 受 託 者 委 嘱 内 容

若狭地域産学官水産連絡会議 平成 年度 日比野 憲治 幹事

福井県海浜自然センター 平成 年度 日比野 憲治 運営委員
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イベント名 開催日 対応者 内 容 参加人数 開催場所

サイエンスアクア
月 ～

日
海洋研究部

ふれあい水槽、ヒラメ、トラフグ、バフンウ

ニの人工生産種苗を飼育展示。トラフグ等の

研究内容をパネルで紹介

名
福井県原子力

センター

さかなの絵を使って下

敷きを作ろう
月 日 海洋研究部

「さかな」の絵を切り取って台紙に張り、自

分だけの下敷きを作ろう
名

内水面総合セ

ンター

きのこフェアー 月 日 海洋研究部
トラフグ、アユ稚魚展示、研究内容紹介、若

狭ふぐ汁の試食

総合グリーン

センター

れいなんマルシェ
月 日、

日
海洋研究部 トラフグ研究内容の紹介、若狭ふぐ汁の試食

舞鶴若狭自動

車道三方ＰＡ

イ 栽培漁業センター

該当なし

ウ 内水面総合センター

イベント名 開催日 対応者 内 容 参加人数 開催場所

ゴールデンウィーク

絵本、下敷プレゼント

月 日～

月 日

岩谷 芳自・

山下 好美
期間中先着 名の子供たちにプレゼント 名

内水面総合

センター

七夕かざり
月 日～

月 日
石原 孝 笹竹 本準備、短冊の作成ほか

内水面総合

センター

夏休み親子工作教室 月 日
山下 好美・

石原 孝

うごくキンギョづくり、魚の下敷きづくり
名

内水面総合

センター

クリスマスキャンペー

ン

月 ～

日
石原 孝

展示施設の内水面漁具等を使用したクリスマ

ス飾りつけ

内水面総合

センター

お正月キャンペーン 月 ～ 日 石原 孝
展示施設の内水面漁具等を使用した正月飾り

つけ

内水面総合

センター

４）委員等の委嘱

ア 海洋研究部

委 嘱 元 委 嘱 期 間 受 託 者 委 嘱 内 容

敦賀港事故防止連絡協議会 平成 年度 杉本 剛士 協議会役員

敦賀港事故防止連絡協議会 平成 年度 渥美 正廣
台風、津波等対策委員会専門部会、排出油等防除

委員会

若狭地域産学官水産連絡会議 平成 年度 杉本 剛士 会員

若狭地域産学官水産連絡会議 平成 年度 下中 邦俊 幹事

一般財団法人福井県漁業振興事業団 平成 年度 杉本 剛士 評議員

福井県資源管理協議会 平成 年度 杉本 剛士 会員

福井県科学学術大賞選考委員会 平成 年度 杉本 剛士 調査員

福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 平成 年度 杉本 剛士 会員

イ 栽培漁業センター

委 嘱 元 委 嘱 期 間 受 託 者 委 嘱 内 容

若狭地域産学官水産連絡会議 平成 年度 日比野 憲治 幹事

福井県海浜自然センター 平成 年度 日比野 憲治 運営委員

 

ウ 内水面総合センター

５）情報または資料の提供

ア 海洋研究部

提 供 日 提 供 者 内 容 提 供 先

月 日 宮田 克士 平成 年のアカガレイ、アカエビ、ズワイガニ獲量 越前町漁協

月 日 宮田 克士 越前町漁協のフグ類漁獲量 福井放送

月 日 宮田 克士 サヨリの漁獲量 毎日新聞

月 日 鮎川 航太 コウナゴ漁獲量 福井テレビ

月 日 宮田 克士 平成 年以降のアカガレイ、アカエビ、ズワイガニ獲量 越前町

月 日 木下 仁徳 越前町漁協の漁獲量 福井テレビ

月 日 宮田 克士 ヤナギムシガレイ漁獲量 新潟県水産海洋研究所

月 日 宮田 克士 平成 年 月～ 月のホタルイカ漁獲量 みなと新聞

月 日 宮田 克士 年以降のサワラ漁獲量 みなと新聞

月 日 宮田 克士 年、 年県全体の月別魚種別漁獲量 福井中央魚市（株）

月 日 木下 仁徳 平成 年ズワイガニ漁獲量 水産経済新聞

月 日 木下 仁徳 年以降のアカガレイ漁獲量 日本テレビ

イ 栽培漁業センター

提 供 日 提 供 者 内 容

月 日 日比野 憲治 平成 年度海面漁業生産統計調査にかかるデータ

ウ 内水面総合センター

提 供 日 提 供 者 内 容 提 供 先

月 日 岩谷 芳自 イベント関連資料提供（パネル） 総合グリーンセンター

月 日 岩谷 芳自 秋のイベント資材提供（ガラス水槽、ブロアー、人工海水容器） 総合グリーンセンター

月 日 岩谷 芳自 飼育水槽、展示用特産魚 九頭竜川プロジェクト

委 嘱 元 委 嘱 期 間 受 託 者 委 嘱 内 容

福井県農業農村整備事業環境配慮情報協議会 平成 年度 岩谷 芳自 専門委員（水生生物）

松ヶ鼻頭首工改善工事検討会 平成 年度 岩谷 芳自 委員

全日本錦鯉振興会福井県支部 平成 年度 岩谷 芳自 福井県総合錦鯉品評会審査員

平成 年度大学連携リーグ連携研究推進事業 平成 年度
岩谷 芳自・

根本 茂
共同研究者

九頭竜川中部流域産地協議会 平成 年度
岩谷 芳自・

根本 茂
委員

全国湖沼河川養殖研究会 平成 年度 岩谷 芳自 理事
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５ 研修

１）研修生の受入

ア 海洋研究部

イ 栽培漁業センター

ウ 内水面総合センター

研修事業名等 研修期間 研修者名 所 属 研修内容

職場体験学習
月 ～ 日 名 上志比中学校 内水面総合センター業務

月 ～ 日 名 松岡中学校 内水面総合センター業務

アユ種苗生産事業 月 日～ 名 九頭竜川中部漁協 アユ飼育研修

２）派遣研修

ア 海洋研究部

研修事業名等 研修期間 研修者名 所 属 研修内容

「福井県インターンシッ

プ制度」による研修
月 ～ 日

斉藤 武尊

武澤 悠華

県立大学生物資源学科海

洋生物資源学科

海産魚介類の同定と精密測

定、遺伝子による性別判定、

ＣＴＤ・ＡＤＣＰ解析等

「福井県インターンシッ

プ制度」による研修
月 ～ 日 佐々木 遼太郎 東海大学環境社会学科

海産魚介類の同定と精密測

定、遺伝子による性別判定、

ＣＴＤ・ＡＤＣＰ解析等

集団研修「沿岸漁業

管理コース」
月 日

他 名

モルディブ等 カ国の中

央政府、研究機関

福井県におけるズワイガニ

の漁業管理

研修事業名等 研修期間 研修者名 所 属 研修内容

平成 年度海洋科学科マ

リンバイオコース第 学

年生徒校外実習

月 日～ 月 日

井上 洸貴・

橋詰 到・

柳本 楓太

小浜水産高等学校
トラフグ・ヒラメ種苗生産、

餌料培養

総合学習 月 日

年海洋科学科

海洋探究コー

ス 名

若狭高等学校
トラフグ・ヒラメ・バフンウ

ニ種苗生産、餌料培養

職場体験学習 月 日～ 月 日

福島 健太・

中道 克斗・

横山 滋也・

堀口 大介

小浜市立小浜中学校
マダイ・ナマコ・バフンウニ

種苗生産

インターンシップ研修 月 ～ 日 上村 葉月 福井工業高等専門学校
バフンウニ・ナマコ種苗生産、

餌料培養

職場体験学習 月 日～ 日

岡村 健太郎・

木下 祐太・

細野 研心

小浜市立小浜第二中学校
バフンウニ・ナマコ種苗生産、

餌料培養

平成 年度海洋科学科第

学年インターンシップ
月 日～ 日

松宮 大輝・

柴田 大志・

清水 康平

若狭高等学校
バフンウニ・ナマコ種苗生産、

餌料培養

研修事業名 研修期間 研修者名 研修内容 研修先

平成 年度資源管理研

修（初級）
月 ～ 日 北山 和也 水産資源のデータ解析入門

（独）水産総合研究センター

中央水産研究所

資源評価情報システム

（ ）研修
月 ～ 日 北山 和也

漁獲資源データ、海洋観測デー

タ登録、管理及び利用

一般社団法人漁業情報サービ

スセンター
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イ 栽培漁業センター

該当なし

ウ 内水面総合センター

３）場内研修会

ア 海洋研究部

№ 日 付 発表者 タ イ ト ル

月 日
池田 茂則 平成２５年度トラフグ１歳魚雌雄別飼育試験の結果について

宮田 克士 ＴＡＣシステムについて

月 日

高垣 守 藻場造成試験〔経過報告〕について

北山 和也 標識放流セイコガニの回収状況について

河野 展久 ズワイガニの漁獲状況について

月 日 田中 直幸 トラフグ成熟試験結果について

月 日
高垣 守 磯根漁場の機能診断手法及び機能回復技術の研究

鮎川 航太 定置網漁業の最適化技術開発

月 日

高垣 守 磯根漁場の機能診断手法及び機能回復技術の研究

鮎川 航太 定置網漁業の最適化技術開発

河野 展久 ズワイガニの資源状況について

月 日
松宮 由太佳 ヒラメ餌料調査結果

宮田 克士 ブリの漁獲状況について

月 日
田中 直幸 新規承認薬「パイセス」のヒラメ種苗への影響

河野 展久 曳航式ＶＴＲのレーザー測定について

月 日
高垣 守 バフンウニ資源回復への取組み（地蒔き式養殖導入試験について）

下中 邦俊 ふくいの水産物「見える化」技術開発事業内容と中学生への情報提供について

月 日

北山 和也 福井県定置網漁業研究への提案

池田 茂則 トラフグの雌雄別養殖委託試験の結果について

杉本 剛士 マハタの低塩分飼育について

鮎川 航太 「海の天気予報」の使い方

月 日
池田 茂則 ナマコ増産技術開発について

松宮 由太佳 ナマコ資源管理に向けた漁獲実態の把握

研修事業名 研修期間 研修者名 研修内容 研修先

平成 年度 病診断技

術講習会
月 ～ 日 鉾碕 有紀

トラブルシューティング対策

法について

法について

（独）水産総合研究センター

増養殖研究所 魚病診断研修

施設

平成 年度養殖衛生管

理技術者養成特別コース
月 日 鉾碕 有紀

魚病の見方１～主にサケ・マス

類に関して～

魚病の見方２～海面養殖現場

から～

アユの新興・再興疾病について

（社）日本水産資源保護協会

 

５ 研修

１）研修生の受入

ア 海洋研究部

イ 栽培漁業センター

ウ 内水面総合センター

研修事業名等 研修期間 研修者名 所 属 研修内容

職場体験学習
月 ～ 日 名 上志比中学校 内水面総合センター業務
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２）派遣研修
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研修事業名等 研修期間 研修者名 所 属 研修内容

「福井県インターンシッ

プ制度」による研修
月 ～ 日

斉藤 武尊

武澤 悠華

県立大学生物資源学科海

洋生物資源学科

海産魚介類の同定と精密測

定、遺伝子による性別判定、
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定、遺伝子による性別判定、

ＣＴＤ・ＡＤＣＰ解析等

集団研修「沿岸漁業

管理コース」
月 日

他 名

モルディブ等 カ国の中

央政府、研究機関

福井県におけるズワイガニ

の漁業管理

研修事業名等 研修期間 研修者名 所 属 研修内容

平成 年度海洋科学科マ

リンバイオコース第 学

年生徒校外実習

月 日～ 月 日

井上 洸貴・

橋詰 到・

柳本 楓太

小浜水産高等学校
トラフグ・ヒラメ種苗生産、

餌料培養

総合学習 月 日

年海洋科学科

海洋探究コー

ス 名

若狭高等学校
トラフグ・ヒラメ・バフンウ

ニ種苗生産、餌料培養

職場体験学習 月 日～ 月 日
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小浜市立小浜中学校
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職場体験学習 月 日～ 日
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小浜市立小浜第二中学校
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研修事業名 研修期間 研修者名 研修内容 研修先

平成 年度資源管理研

修（初級）
月 ～ 日 北山 和也 水産資源のデータ解析入門

（独）水産総合研究センター
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（ ）研修
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一般社団法人漁業情報サービ

スセンター
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№ 日 付 発表者 タ イ ト ル

月 日 宮田 克士 水試漁獲統計の活用と市場調査等について

月 日

北山 和也・田中

重明・田畑 欽三
「雲龍丸」の利活用について

畑中 宏之 マハタの種苗生産研究の概要について

仲野 大地（海浜自

然センター）
バフンウニに関する研究について

イ 栽培漁業センター

該当なし

ウ 内水面総合センター

該当なし
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